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序

本県には、旧石器時代をはじめとする１万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史を生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは、県民のみならず国民的財産であり、

将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よって止むを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、一般国道45号三陸沿岸道路事業に関連して、平成25年度に発掘調査された久慈市侍浜

町外屋敷ⅩⅨ遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。この調査では、縄文時代早期の竪穴住居跡３

棟が検出され、集落跡であることが明らかとなりました。県内でも事例が少なく、当時の生活を知る

うえで、貴重な資料となりました。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につなが

ると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局三陸国道事務所、久慈市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝

の意を表します。

　　　　　　　

　平成27年３月

公益財団法人　岩手県文化振興事業団

理 事 長　 菅　野　洋　樹



例 言

１　本書は岩手県久慈市侍浜町に所在する外屋敷ⅩⅨ遺跡の発掘調査成果を収録したものである。

２　本遺跡は三陸沿岸道路建設事業に伴う緊急発掘事業である。調査は岩手県教育委員会事務局生涯

学習　文化課の調整を経て、国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所から委託を受けた、岩手

県文化　振興事業団埋蔵文化財センターが調査を行った。

３　岩手県遺跡台帳における遺跡の登録番号 / 調査略号は以下のとおりである。

　　【登録番号】IG90-2015

　　【調査略号】SY ⅩⅨ -13

４　遺跡の野外調査実施期間、調査面積、担当者ならびに室内整理期間、担当者は次のとおりである。

　　［野外調査］平成25年９月17日～同年12月６日　小野寺純也・米田　寛・中川重紀

　　［室内整理］平成25年12月９日～同年３月20日　小野寺純也・中川重紀

５　遺物整理については縄文土器・土製品を小野寺が、石器は中川がそれぞれ担当した。原稿執筆は

各遺構を担当した調査員ごとに分担し、小野寺が編集等を行った。

６　本文中の平面座標値には平面直角座標第Ⅹ系 ( 世界測地系 ) を用いた。

７　基準点測量は平成25年10月３日に実施し、これを基にして区画杭を設定し、調査を行った。

８　基準点測量業務は株式会社スズマ測量設計に委託した。

９　石器図化業務の一部は株式会社ラングに委託し、作業を行った。

10　各種資料の分析鑑定等は下記の機関に委託した。

　　【珪藻分析】株式会社　古代の森研究舎

　　【AMS・年代測定】株式会社　加速器分析研究所

　　【火山灰分析】株式会社　火山灰研究所

11　野外調査では下記の機関・個人から協力を得た。（順不同、敬称略）

　　千葉啓蔵・中野敦夫 ( 久慈市教育委員会 )、早田　勉 ( 株式会社火山灰考古学研究所 )

　　名久井文明 ( 一芦舎 )、八戸市埋蔵文化財センター　是川縄文館、青森県三沢市歴史民俗博物館

12　今回の調査結果は、現地説明会（11月29日開催）、調査略報、並びに遺跡報告会における報告（２

月15日開催）などで公表しているが、本書と記載が異なる場合は、すべて本報告書が優先する。

13　出土遺物および諸記録等はすべて、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管してある。

凡 例

１　遺構実測図の縮尺は以下のとおりで、一部異なるものは各図にスケールと縮尺を付した。

　　竪穴住居跡・住居状遺構…1/60

　　土坑・陥し穴…1/50

　　焼土遺構…1/20

２　層位は基本層序にはローマ数字を、遺構の埋土には算用数字を用いた。



３　遺構図版中の土器は「P」、石器および礫は「S」と表記した。また、堆積土中の火山灰の名称は、一

貫して南部浮石を To-Nb、八戸火山灰を To-H と表記した。

４　遺物の各部位名称については凡例図のとおりである。遺物観察表についてはこれを基準に記載を

　行った。

５　各遺物の縮尺は以下のとおりである。これに依らないものもあるが、それは別に示している。

　　・縄文土器

土器破片・土製品類…1/3　立体土器…1/4

　　・石器類

　　　剥片石器…2/3　石箆…1/3　礫石器類…1/3　石皿…1/8

６  遺物図版について、土器・土製品は、連番で掲載番号を振り、出土地点ごとに掲載した。石器は

個別に器種ごとに掲載し、土器との番号が混同するのをさけるために掲載番号に小文字の「s」を

つけ、振り分けた。

７　土器観察表の土器の部位名称については下記の図面を参照する。

８　土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」に基づいている。

９　遺構断面の土層注記については、以下の項目を基準として観察を行った。

　　　粘性 ( ４段階表記：強・やや強・やや弱・弱 )

　　　しまり ( ４段階表記：密・やや密・やや疎・疎 )

　　　混入物 ( 多量：41～50％、中量：31～40％、少量：11～30%、微量：１～10％ )

10　国土地理院発行の地形図を掲載したものには、図中に図幅名と縮尺を付した。

凡例　遺物・遺構
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Ⅰ　調査に至る経過

　外屋敷ⅩⅨ遺跡は、一般国道45号三陸沿岸道路事業（久慈北道路）の事業区域内に存在することか

ら発掘調査を実施することとなったものである。

　久慈北道路（久慈市夏井町から久慈市侍浜町間7.4km）は、東日本大震災からの早期復興に向けた

リーディングプロジェクトとして進められている復興道路の一部であり、平成20年度に事業化した道

路である。

　当該遺跡に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、平成25年３月に岩手県教育委員会に試掘調査を

依頼し、翌月に試掘調査を実施、平成25年５月に、工事に先立って発掘調査が必要と回答がなされ

た。

　その結果を踏まえて、岩手県教育委員会と協議を行い、平成25年９月13日付けで公益財団法人岩手

県文化振興事業団と委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

（国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所）

Ⅱ　遺跡の立地と環境

１　遺跡の位置と立地（第１図）

外屋敷ⅩⅨ遺跡は、岩手県久慈市侍浜町桑畑第３地割５-14に所在し、北緯40度16分38秒、東経141

度47分25秒に位置する。遺跡の所在する久慈市は、北を洋野町・軽米町、南を野田村・岩泉町、西を

葛巻町・九戸村と隣接する市であり、平成25年度現在人口３万7543人を数える。市内を縦断するよう

に国道45号線が走り、八戸線や三陸鉄道北リアス線など交通網が発達しており、岩手県沿岸北部の中

核都市として機能している。

本遺跡は、JR 東日本八戸線侍浜駅より北東に約4.5km 地点の場所にあり、海岸段丘からなる麦生段

丘上150～160ｍ程度の段丘上平坦面に立地している。この海成段丘は、久慈市長内川以東にみられる

段丘平坦面群と呼ばれる、海水面低下に伴う断続的な浸食により形成されたものである。このため、

段丘面周辺には小川が流れており、これらが合流し、河川規模の大きい原子内川、有家川、高家川な

どの河川が東流している。

２　地 形 と 地 質（第２図）

北上山地の北東部に位置する久慈市は、陸部の大半が三陸海岸によって帯状に伸びる海成段丘の解

析された丘陵地によって占められており、市の北東部がこれに相当する。久慈市市街地は久慈川、夏

井川、長内川の３河川によって形成された、谷底に広がる河川の氾濫平原が広がっており、海成段丘

を浸食するような形で内陸部に伸びている。

地形の大半を占める丘陵地は、約100～200ｍの起伏幅を持ち、大起伏丘陵地と小起伏丘陵地に分類

される。大起伏丘陵地は久慈市南西部に多く、小起伏丘陵地は北部に分布している。小起伏丘陵地の

広がる北部では、小規模な丘陵平坦面群が点在しており、これを取り巻くようにして、複数の小規模

河川の遷急点が見られる。侍浜町はこの段丘上に位置している。これらの段丘面は中生代に形成され
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た花崗岩質岩石からなるものであり、河川域周辺で確認される。段丘面上には砂丘堆積物と十和田湖

を起源とする火山灰を含む層が堆積しており、今回の調査でも30㎝～１m 超の断面を確認している。

また、砂丘堆積物の一部に、花崗岩から生成される鉄分によって土壌が赤褐色になる地点も確認され

ている。

引用・参考文献

久慈市教育委員会　1995　『久慈市内遺跡詳細分布調査報告書　Ⅵ』　久慈市教育委員会第19集

久慈市史編纂委員会　1984　『久慈市史　第一巻通史　自然・原始・古代・中世』　久慈市史刊行会

岩手県企画開発室　1976　『土地分類基本調査　久慈』　岩手県企画開発室

北田　勲　2009　『本波Ⅷ遺跡発掘調査報告書』　岩手県埋蔵文化財センター第536集

２　地形と地質
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第１図　遺跡位置図

1：25,000　陸中中野

Ⅱ　遺跡の立地と環境

0 1:400 10m

久慈市
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山地

山麓地及び他の緩斜面Pd

台地

　砂礫段丘ⅠGtⅠ

GtⅡ 砂礫段丘Ⅱ

GtⅢ  砂礫段丘Ⅲ

丘陵地

HⅠ  丘陵地Ⅰ

HⅡ  丘陵地Ⅱ

低地

P   谷底平野及び氾濫平野

F   扇状地

Sb   浜及び河原

Rb  磯

その他

土石流

崖

崖錐

凡例

第２図　地形（段丘）分類図

２　地形と地質
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第３図　基本土層①

３　基 本 層 序

本遺跡では、南側調査区南端に広がる遺物包含層を除き、近代の畑地造成の影響が少ない。遺構を

検出した地点周辺は雑木林のため、森林土壌と思われる黒褐色土が多く確認できた。また遺構検出面

は非常に硬化しており、一部低地になる地点が多く、降水などによる影響を受けていたようである。

以下に、その付近の層序を示す。 

Ⅰ層　　黒褐色土（現表土。５～20cm 堆積。）

Ⅱ a 層　黒褐色土層（黒褐色～暗褐色土層で10～20cm 堆積。）

Ⅱ b 層　黒褐色土層（黒褐色～黒色土層で10～20cm 堆積。南側調査区中央部に広がる。　　　　　

　　　　　　　　　　黄褐色火山灰を微量含む。主に縄文時代早期の遺物を包含する。）

Ⅱ c 層　褐色土層（褐色～黄褐色土層。南側調査区南端部にみられる。層厚は15～25㎝。　　　　

　　　　　　　　　　主に縄文時代早期と後期の遺物を包含する。）

Ⅲ層　　黒褐色土層（Ⅱ a 層・Ⅳ層の斬移層で南側調査区に多く認められる。To-Nb を含む。　　

　　　　　　　　　　15～30cm 堆積。主に縄文時代早期の遺物を包含する。）

Ⅳ層　　黄褐色土層（To-Nb を多く含む。層厚は20～30㎝程度か。非常に硬化している。

　　　　　　　　　主に縄文時代早期の遺物を包含する。）

Ⅴ層　　明黄褐色土層（遺構検出面。層厚は20～40㎝。縄文時代早期の遺物を含む。）

Ⅵ層　　にぶい黄橙色土層 ( 黄橙色火山灰を含む。層厚は20～25㎝程度。)

Ⅶ層　　褐色土層（層厚50㎝～、砂丘堆積物）

Ⅷ層　　褐色土層（層厚60㎝～、しまり密）

Ⅸ層　　黄褐色土（層厚１ｍ～、数層の葉理で見られる砂丘堆積物。北側調査区に見られる）

Ⅹ層　　暗灰黄褐色土（層厚10㎝、粘質土、33000年前の表土層。北側調査区に見られる）

ⅩⅠ層　明黄褐色土（層厚20㎝～、しまり密）

ⅩⅡ層　明黄褐色土（層厚10㎝～しまり密）

ⅩⅢ層　褐色土（層厚30㎝程度、しまりやや密）

ⅩⅣ層　褐色土（層厚60㎝～　しまりやや密）

ⅩⅤ層　褐色土（層厚40㎝～しまり密）

ⅩⅥ層　褐色土（層厚10㎝～しまりやや密）

ⅩⅦ層　黄褐色土（層厚10㎝、オレンジの火山灰粒微量。しまりやや密）

ⅩⅧ層　明黄褐色土（層厚10㎝～、オレンジ色の火山灰粒

　　　　　　　　　　オリーブ灰色の砂粒が層をなしている。）

0 1:60 1m

基本土層①

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱa Ⅱb

Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ Ⅵ

Ⅶ

L=160.900m

基本土層②

Ⅰ
Ⅱa

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

ⅡaⅡb

木根跡

L=161.300mA B’BA’

Ⅱ　遺跡の立地と環境
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第４図　基本土層②

Ⅰ
Ⅱc

木根

Ⅳ

基本土層③

L=161.000m

Ⅸ

ⅩⅢ

ⅩⅤ

ⅩⅣ

ⅩⅡ
ⅩⅠ

Ⅹ

北側調査区中央部トレンチ⑥
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南側調査区北部トレンチ⑤

Ⅵ

Ⅶ Ⅶ

Ⅹ
ⅩⅠ
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ⅩⅣ

Ⅴ

Ⅸ

ⅩⅡ

ⅩⅣ

ⅩⅤ

ⅩⅥ
ⅩⅦ

L=161.600m

L=161.500m

C

G

F’F

E’E

南側調査区北部トレンチ④

Ⅳ

1号竪穴住居埋土

Ⅷ

Ⅶ
Ⅵ
Ⅴ

Ⅵ

L=161.400m
D’DC’

G’

①

⑥

⑤

④

③

②

0 1:1500 50m

３　基本層序

0 1m1:50

0 10m1:400

0 2m1:50

0 20m1:800

0 1:1500 50m …P6

…P21

…P43

…P16、P18 

…P15、P17

凡例追加文章

また、堆積土中の火山灰の名称は、一貫して南部浮石を To-Nb、八戸火山灰を To-H と

表記した。
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４　周 辺 の 遺 跡（第５図・第１・２表）

平成26年３月現在、岩手県遺跡情報検索システムに登録されている久慈市の遺跡は616箇所を数え

る。今回掲載した分布図は、侍浜町を中心として、外屋敷ⅩⅨ遺跡周辺の122箇所の遺跡を図示し、

表には遺跡の内容や時代を示した。周辺遺跡は縄文時代の遺跡120箇所を主体として、弥生時代１箇所、

古代1箇所が点在している。このうち縄文時代のみの遺跡が30箇所であり、大半は弥生・古代の複合

した遺跡のため、記載する遺跡はある程度数を絞りたい。遺跡の調査は踏査を主に行っており、本調

査の事例は多くない。そのため本遺跡周辺の全容は掴めておらず、今後の調査において明らかになっ

ていくと考える。

【縄文時代】

侍浜周辺では縄文時代草創期の遺跡、遺物は現段階では確認されていない。縄文時代早期の遺跡は、

今回調査を行った外屋敷ⅩⅨ遺跡（１）で、縄文時代早期の竪穴住居３棟、寺の沢・根井沼式土器など

を確認している。詳細については、本報告で触れたい。他に桑畑Ⅲ遺跡（７）、桑畑ⅩⅤ遺跡（３）、桑

畑ⅩⅥ遺跡（４）、外屋敷ⅩⅤ遺跡 (28)、外屋敷ⅩⅥ遺跡 (33)、外屋敷Ⅸ遺跡 (34)、本町Ⅳ遺跡 (43)、

向町Ⅱ遺跡 (48)、横沼ⅩⅢ遺跡（96）、白前Ⅱ遺跡（102）、西久保遺跡（105）、横沼ⅩⅩⅠ（97）遺跡な

どがあり早期の土器が採集されている。いずれも、踏査段階で散布地であるとされた。桑畑ⅩⅠ遺跡

（５）については、集落跡となっているが、報告書等が見受けられないため、実態は不明である。

縄文時代前期の遺跡は桑畑ⅩⅢ遺跡（22）や横沼Ⅵ遺跡（86）が挙げられる。両遺跡ともに散布地であ

り、円筒下層式土器などが出土している。滝合Ⅰ遺跡（120）は市教委によって調査が行われており、

前期の竪穴住居と前期前葉の土器が出土している。

縄文時代中期の遺跡に関して侍浜町周辺では数が少ない傾向にある。外屋敷Ⅳ遺跡（36）、外屋敷Ⅹ

Ⅱ遺跡（37）、外屋敷Ⅹ遺跡 (32) が挙げられる。円筒上層式土器や晩期の土器が採集されている。外

屋敷ⅩⅡ遺跡は集落跡となっているが詳細は不明である。

縄文時代後期の遺跡は、周辺遺跡の中では大半を占めており、複合遺跡となるものが殆どである。

今後の発掘調査による遺跡数の増加が想定される。外屋敷Ⅰ遺跡（23）は、市教委によって調査が行わ

れている。竪穴住居１棟と、十腰内式とみられる土器が出土している。

晩期については遺物が殆ど採集されておらず、外屋敷Ⅸ遺跡から破片が採集されたのみである。

【弥生時代】

東北地方においては続縄文文化に比定する遺跡が確認されている。桑畑ⅩⅣ遺跡（20）からは、弥生

時代後期に東北地方南部で派生した天王山式土器が採集されている。また、木戸場遺跡（45）では、弥

生時代前期に比定される北海道で派生した後北式土器が採集されている。遺跡はこの限りであり、複

合遺跡となっている。

【古代】

横沼Ⅴ遺跡 (79) のみであり、土師器片が採取されたのみである。

引用・参考文献

久慈市教育委員会　1998　『外屋敷Ⅰ遺跡発掘調査報告書』　久慈市埋蔵文化財報告書第26集

久慈市教育委員会　1991　『久慈市内遺跡詳細分布調査報告書　Ⅰ』　久慈市埋蔵文化財報告書第12集

久慈市教育委員会　1988　『滝合遺跡』　久慈市埋蔵文化財発掘調査報告書第９集　

Ⅱ　遺跡の立地と環境
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第５図　周辺の遺跡図

４　周辺の遺跡
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第１表　周辺遺跡一覧表　①
№ 遺跡ｺｰﾄﾞ 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地 備考

1 IG90-2015 外屋敷ⅩⅨ 集落跡 縄文
縄文土器（早期、前期、後期）石鏃、
剥片、石斧（磨製石斧）

侍浜町桑畑 3-15 本遺跡

2 IG90-0174 桑畑Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器、石鏃 侍浜町桑畑 3-29

3 IG90-0157 桑畑ⅩⅤ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町桑畑 4-6

4 IG90-0262 桑畑ⅩⅥ 散布地 縄文 縄文土器（早・前期）、石鏃、フレイク 侍浜町桑畑 5

5 IG90-0270 桑畑ⅩⅠ 集落跡 縄文・古代 縄文土器（早：貝殻文～晩期）、石匙、土師器 侍浜町桑畑 5-3 旧桑畑Ⅰ

6 IG90-0184 桑畑Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、石鏃、フレイク 侍浜町桑畑 3-51-2

7 IG90-0198 桑畑Ⅲ 散布地 縄文・弥生 縄文（早・前期）土器、弥生土器 侍浜町桑畑 3-5-53

8 IG90-0291 桑畑ⅩⅦ 集落跡 縄文
縄文土器（前・後・晩期）、
石匙、石鏃、磨石、フレイク（多量）

侍浜町桑畑 5-62-2

9 IG90-1110 桑畑Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器 侍浜町桑畑 3

10 IG90-1211 桑畑Ⅷ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町桑畑 5-3-10

11 IG90-1203 桑畑ⅩⅧ 散布地 縄文・古代 縄文土器（後期）、石斧、土師器、フレイク 侍浜町桑畑 5-40-144

12 IG90-1222 桑畑ⅩⅨ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町桑畑 5-40-27

13 IG90-1224 桑畑Ⅸ 散布地 縄文・弥生・古代 縄文土器、弥生土器（後期）、土師器、フレイク 侍浜町桑畑 5-40-13

14 IG90-1225 桑畑Ⅹ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町桑畑 5-40-30

15 IG90-1113 桑畑Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期）、フレイク 侍浜町桑畑 3-5-65

16 IG90-1120 桑畑ⅩⅡ 集落跡 縄文・古代 縄文土器（前・後期）、土師器 侍浜町桑畑 2 旧外屋敷西

17 IG90-1134 桑畑ⅩⅢ 集落跡 縄文
縄文土器（前：円筒下層式・
中期：円筒上層式）、石斧、フレイク

侍浜町桑畑 3-5-102 旧桑畑Ⅱ

18 IG90-1150 桑畑Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器 侍浜町桑畑 2

19 IG90-1161 桑畑Ⅶ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（前・後期）、弥生土器 侍浜町桑畑 3-5-127

20 IG90-1180 桑畑ⅩⅣ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（晩期）、弥生土器、（天王山式）侍浜町桑畑 2 旧七小出Ⅲ

21 IG90-1258 外屋敷Ⅱ 散布地 縄文・古代 縄文土器（後期）、石鏃、土師器 侍浜町外屋敷 6-30-72

22 IG90-1283 外屋敷ⅩⅢ 散布地 縄文・弥生・古代 縄文土器（後期）、弥生土器、土師器 侍浜町外屋敷 6-30-67

23 IG90-1295 外屋敷Ⅰ 集落跡 縄文・古代 縄文土器（早・前・後期）、土師器 侍浜町外屋敷 6-30-35

24 IG90-1295 外屋敷ⅩⅣ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 6-30-169

25 IG90-2029 外屋敷Ⅲ 集落跡 縄文・古代 縄文土器（晩期）、土師器 侍浜町桑畑 2 旧七小出Ⅱ

26 IG90-2123 外屋敷Ⅴ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（後期）、弥生土器 侍浜町外屋敷 6-10-45

27 IG90-2116 外屋敷Ⅵ 散布地 縄文・古代 縄文土器（前・後期）、土師器 侍浜町外屋敷 6-10-50

28 IG90-1197 外屋敷ⅩⅤ 散布地 縄文 縄文土器（早・前期）、石鏃、フレイク、石錘 侍浜町外屋敷 6-30-65

29 IG90-2109 外屋敷Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 6-9

30 IG90-2200 外屋敷ⅩⅠ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 6 旧外屋敷東

31 IG90-2203 外屋敷Ⅷ 集落跡 縄文 縄文土器（前・後期） 侍浜町外屋敷 6-30-124

32 IG90-2214 外屋敷Ⅹ 集落跡 縄文 縄文土器（中・後期）、石斧、フレイク 侍浜町外屋敷 6-31

33 IG90-2199 外屋敷ⅩⅥ 散布地 縄文 縄文土器（早・後期）、石錘、磨石 侍浜町外屋敷 6-64

34 IG90-2222 外屋敷Ⅸ 散布地 縄文 縄文土器（早・後・晩期：大洞 C1・C2 式）侍浜町外屋敷 6-36-1 旧本町

35 IG90-2233 外屋敷ⅩⅧ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 6-33

36 IG90-2140 外屋敷Ⅳ 散布地 縄文・古代 縄文土器（中：円筒上層式～晩期）、土師器 侍浜町外屋敷 3-5-3

37 IG90-2150 外屋敷ⅩⅡ 集落跡 縄文 縄文土器（中：円筒上層式・晩期） 侍浜町外屋敷 3-5-1 旧七小出Ⅰ

38 IG90-2240 外屋敷ⅩⅦ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 7-11

39 IG90-2148 本町Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 6-25

40 IG90-2252 本町Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町外屋敷 7-7

41 IG90-2187 本町Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 侍浜町本町 9-50-2

42 JG00-0107 本町Ⅴ 散布地 縄文・古代 縄文土器（前期）、土師器 侍浜町本町 9

43 IG90-2263 本町Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（早・前・後期） 侍浜町本町 7-72

44 JG00-0205 向町Ⅸ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町向町 7-88-32

45 JG00-0135 木戸場 集落跡 縄文・古代 縄文土器（前・後・晩期 )、土師器、後北式 侍浜町本町 9-101-1

46 IG90-2291 向町Ⅷ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町向町 9-6-3

47 IG90-2257 向町Ⅰ 散布地 縄文・古代・？ 縄文土器、土師器？ 侍浜町本町 7-81-3

48 IG90-2248 向町Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（早・後期）、石斧、フレイク 侍浜町向町 7-4-40

49 JG00-0207 向町Ⅹ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町向町 7-134-7

50 IG90-2371 向町Ⅲ 散布地 縄文・古代 縄文土器（後期）、土師器 侍浜町向町 7-131-3

51 IG90-2372 向町Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、石斧 侍浜町向町 7-131-23

52 JG00-0234 向町Ⅶ 散布地 縄文・古代 縄文土器（中・後期）、土師器 侍浜町向町 8-21 旧向町Ⅰ～Ⅳ

53 JG00-0227 向町農協倉庫北 散布地 縄文 縄文土器（中・晩期：大洞Ｃ 2式） 侍浜町向町 7

54 JG00-0322 向町Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町向町 7-131-104

55 JG00-0311 向町ⅩⅠ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町向町 7-131-108

56 JG00-0333 向町Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器 侍浜町向町 7-131-333

57 JG00-0249 保土沢Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町保土沢 9-6-1

58 JG00-0258 保土沢Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町保土沢 9-115

59 JG00-1202 保土沢Ⅱ 散布地 縄文・弥生・古代
縄文土器（前期）、弥生土器、土師器、
アメリカ式石鏃

侍浜町保土沢 43-96

60 JG00-1233 保土沢Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町保土沢 8-45-53

61 JG00-1137 保土沢南 集落跡 縄文 縄文土器 侍浜町字北野 10-217-2

62 JG00-1187 保土沢 散布地 弥生 弥生土器 侍浜町字北野 10-216

63 JG00-1109 保土沢北 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町保土沢 8-25-23

Ⅱ　遺跡の立地と環境
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４　周辺の遺跡

№ 遺跡ｺｰﾄﾞ 遺跡名 種別 時代 遺構・遺物 所在地 備考

64 JG00-0077 北野Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町字堀切 10

65 JG00-0195 北野Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町字北野 10-63

66 JG00-1111 北野Ⅰ 集落跡 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町字北野 10-69-3

67 JG00-1122 北野ⅩⅢ 散布地 縄文 縄文土器 侍浜町字北野 10-53 他

68 JG00-1125 北野Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町字北野 10-77

69 JG00-1117 北野Ⅶ 散布地 縄文・古代 縄文土器（後期）、土師器 侍浜町字北野 10-78

70 JG00-1088 北野ⅩⅡ 狩場 縄文 陥し穴状遺構
侍浜町堀切第 10 地割、
夏井町鳥谷第４地割

71 JG00-1263 北野Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、石器 侍浜町保土沢 8-45-50

72 JG00-2106 北野Ⅳ 散布地 縄文・弥生 縄文土器、弥生土器 侍浜町字北野 10-130

73 JG00-2118 北野Ⅷ 散布地 縄文・古代 縄文土器（後期）、土師器 侍浜町字北野 10-182

74 JG00-2138 北野Ⅸ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町字北野 10-185

75 JG00-2231 北野Ⅹ 散布地 縄文 縄文土器（後期）、石斧、磨石、敲石、フレイク 侍浜町字北野 10-93

76 JG00-2244 北野ⅩⅠ 散布地 縄文 縄文土器（後期？） 侍浜町字北野 3-10

77 JG00-0337 横沼Ⅱ 集落跡 蝿文 縄文土器、石器 侍浜町横沼 7-26

78 JG00-0357 横沼Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町横沼 7-10

79 JG00-0359 横沼Ⅴ 散布地 古代 土師器 侍浜町横沼 8

80 JG00-0355 横沼ⅩⅤ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町横沼 8-68

81 JG00-0367 横沼Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町横沼 8-12

82 JG00-0370 横沼Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町横沼 9-144

83 JG00-0352 横沼ⅩⅥ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町横沼 9-38

84 JG00-0362 横沼ⅩⅦ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町横沼 7-7

85 JG00-0363 横沼ⅩⅧ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町横沼 9-56

86 JG00-0384 横沼Ⅵ 集落跡 縄文 縄文土器（前：円筒下層式・後期）・石器 侍浜町横沼 9-57

87 JG00-1208 横沼ⅩⅩ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町横沼 8-44

88 JG00-1310 横沼Ⅸ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（前期）・弥生土器 侍浜町横沼 11-155

89 JG00-1301 横沼Ⅷ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（前期）、弥生土器 侍浜町保土沢 9-12

90 JG00-1302 横沼Ⅹ 散布地 縄文 縄文土器（後・晩期） 侍浜町横沼 6-15

91 JG00-0395 横沼Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町横沼 9-70

92 JG00-0385 横沼ⅩⅨ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期） 侍浜町横沼 8-20

93 JG00-1306 横沼ⅩⅣ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期） 侍浜町横沼 7-45

94 JG00-0398 横沼ⅩⅩⅣ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期） 侍浜町横沼 6-11-2

95 JG00-1314 横沼ⅩⅠ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町横沼 9-107

96 JG00-1305 横沼ⅩⅢ 散布地 縄文 縄文土器（早期） 侍浜町横沼 9-87

97 JG00-1313 横沼ⅩⅩⅠ 散布地 縄文・弥生 縄文土器（早期）、弥生土器 侍浜町横沼 10

98 JG00-1314 横沼ⅩⅡ 散布地 縄文 縄文土器（前・中・後期） 侍浜町横沼 10-107

99 JG00-1305 横沼ⅩⅩⅡ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町横沼 9-18-97

100 JG00-1315 横沼ⅩⅩⅢ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期） 侍浜町横沼 6

101 JG00-1339 白前Ⅰ 散布地 縄文 縄文土器（前・中・後期） 侍浜町白前 6-18-44

102 JG00-1356 白前Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（早・前・中・後期） 侍浜町白前 4-32

103 JG00-1345 白前Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（前期）、石鏃 侍浜町白前 4

104 JG00-1375 白前Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（前・後期）、石匙 侍浜町白前 4-2-9

105 JG01-1070 西久保 散布地 縄文 縄文土器（早・前・後期）、石鏃、石斧 侍浜町白前 4-23

106 JG00-2331 白前Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町白前 3

107 JG00-2259 白前Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町白前 1-137-6

108 JG10-0301 本波 XⅡ 散布地 縄文 縄文土器 (後期） 侍浜町本波 11

109 JG10-0332 本波Ⅷ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町本波 11-45-3

110 JG10-0305 本波Ⅶ 散布地 縄文 縄文土器（前・中・後期）、石鏃、フレイク 侍浜町本波 11-68

111 JG11-0021 本波Ⅹ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町本波 12-34

112 JG11-0025 本波Ⅴ 散布地 縄文 縄文土器、石鏃 侍浜町本波 12 － 39

113 JG10-0335 本波Ⅸ 散布地 縄文 縄文土器（前期）、石匙 侍浜町本波 8-7

114 JG10-0339 本波Ⅵ 散布地 縄文 縄文土器（前期）、石鏃 侍浜町本波 12

115 JG10-0352 本波Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器 侍浜町本波 11-12-1

116 JG10-0351 本波Ⅰ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器 侍浜町本波 9-15-5

117 JG10-0353 本波Ⅲ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町本波 11-71

118 JG10-0364 本波Ⅳ 散布地 縄文・古代 縄文土器、土師器 侍浜町本波 11-25

119 JG10-0048 本波ⅩⅠ 集落跡？ 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町本波 4

120 JG10-0189 滝合Ⅰ 集落跡 縄文
竪穴住居跡（縄文前期）、陥し穴状遺構、
縄文土器（前期）・石鏃　

侍浜町本波 9-43-27

121 JG10-1200 滝合Ⅱ 散布地 縄文 縄文土器（前期） 侍浜町本波 9

122 JG10-1214 滝合Ⅳ 散布地 縄文 縄文土器（後期） 侍浜町麦生 9

第２表　周辺遺跡一覧表　②



-11-

Ⅲ　野外調査と室内整理の方法

１　野 外 調 査

（１）グリッドの設定

グリッドの設定には、公共座標第Ⅹ系（世界測地系）を使用した。これらの原点は、Ⅹ＝81,200.000ｍ、

Y ＝31,400.000ｍに設定した。大グリッドは100×100ｍ、原点を起点に西から東へローマ数字、北か

ら南へアルファベットの大文字を、小グリッドは４×４ｍ、同じく西から東へ１～25の算用数字、北

から南へアルファベットの小文字を付し、それらの組み合わせで「ⅠＡ1a」などと呼称した（第６～10

図参照）。

調査区内には、基準点２点と補助点８点を打設した。北側調査区には基準点１点と補助点２点、南

側調査区には基準点２点と補助点５点である。各基準点および補助点の座標値は以下のとおりである。

　基準点１　Ｘ＝31228.164ｍ　Ｙ＝81327.474ｍ　Ｈ＝162.054ｍ

　基準点２　Ｘ＝31316.609ｍ　Ｙ＝81278.483ｍ　Ｈ＝157.970ｍ

　補助点１　Ｘ＝31220.000ｍ　Ｙ＝81340.000ｍ　Ｈ＝160.968ｍ

　補助点２　Ｘ＝31200.000ｍ　Ｙ＝81340.000ｍ　Ｈ＝161.410ｍ

　補助点３　Ｘ＝31180.000ｍ　Ｙ＝81360.000ｍ　Ｈ＝160.832ｍ

　補助点４　Ｘ＝31300.000ｍ　Ｙ＝81280.000ｍ　Ｈ＝157.337ｍ

　補助点５　Ｘ＝31156.001ｍ　Ｙ＝81368.000ｍ　Ｈ＝161.076ｍ

　補助点６　Ｘ＝31212.484ｍ　Ｙ＝81336.475ｍ　Ｈ＝161.218ｍ

　補助点７　Ｘ＝31306.261ｍ　Ｙ＝81266.779ｍ　Ｈ＝157.814ｍ

　補助点８　Ⅹ＝31194.937ｍ　Ｙ＝81349.156ｍ　Ｈ＝160.804ｍ

（２）試掘・表土除去

まず、県の教育委員会生涯学習文化課が実施した試掘調査の結果に基づいて、その試掘箇所をあら

ためて掘削し、遺構が検出される層位やそれまでの堆積土層を観察した。その後、重機による表土掘

削が行える状態となるよう試掘トレンチを新設し、遺物の出土状況も掴みながら、同様の作業を行っ

た。重機による表土掘削は、調査区が南北に分かれており、数回に分けて実施せざるを得なかった。

（３）遺構の検出と精査

遺構の検出は、第Ⅳ層面（地山である褐色土上面）、Ⅴ層面で行った。どちらの層も縄文時代早期の

土器を多く包含している。Ⅳ層上面には黄褐色の火山灰が含まれており、非常に硬化していたため、

１面目の遺構検出面とした。この面からは時期不明の土坑を１基検出している。竪穴住居跡の検出に

ついては、１号竪穴住居が重機によるⅣ層への深掘トレンチを入れた際に、その断面から確認できた。

このため２号・３号竪穴住居はⅣ層面から見える To-Nb 範囲を断ち割って、遺構の確認を行っている

が、Ⅳ層面下本来の遺構検出面はⅤ層上面と考えられる。南側調査区南端斜面地に確認した遺物包含

層は、遺物を含むⅡ c 層が主体であり、縄文時代早期と後期の遺物がよく出土している。この斜面地

部分は近代の畑地造成の影響を大きく受けているため、本来の土層については不明である。検出した
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遺構は、竪穴住居を SI、住居状遺構を SX、土坑・陥し穴を SK、焼土遺構を SF とし、報告書掲載時

には１号竪穴住居のような名称表記とした。

竪穴住居跡の調査はベルト設定による四分法、その他の遺構については二分法を原則とした。個々

の遺構は、土層の堆積や遺物の出土状態、遺構の全景を主体に写真撮影を行い、状況を見ながら土層

図は人力で、平面図と一部の断面図については電子平板により作図した。

遺構内の出土遺物は、遺構名と出土層位や地点を記載して取りあげ、床面と底面から出土したもの

は平面図に出土地点を入れた。遺構外からの出土分は、本調査区・確認調査区の別にグリット番号と

層位を記して取りあげた。

（４）写 真 撮 影

写真撮影は、６×９判モノクロームフィルムカメラ（FUJI GSW690Ⅲ）１台と35mm モノクロームフィ

ルムカメラ（）１台、デジタル一眼レフカメラ（Canon EOS 5D）１台を使用したが、後者のみですべてを

賄った遺構もある。実際の撮影では、日付や被写体（遺構名など）を記した「撮影カード」を写し込み、

室内整理時に活用した。

この他、12月５日にセスナ機による航空写真撮影を実施しており、俯瞰写真・遺跡直上写真を撮影

している。

（５）調 査 経 過

野外調査は、平成24年９月17日（火）から同年12月６日（金）まで行われた。以下にそれ以降の作業経

過を記す。

９月17日（火）資材搬入と環境整備。（登録作業員20数名）

９月24日（金）重機の現場搬入、重機による表土掘削を開始。( バックホー )

10月４日（金）株式会社スズマ測量設計による３級杭打設。

10月７日（月）調査員１名増員。

　10月17日（木）北側調査区の終了確認。　

　10月31日（木）南側調査区北側の部分終了確認。

11月１日（金）北野ⅩⅢ遺跡調査のため、調査員１名離脱。（28日まで）

11月11日（月）２回目の南側調査区の部分終了確認を行う。竪穴住居検出に伴い、調査期間や部分

終了地点再調査について協議を行う。南側調査区南部の引き渡しを行った。

11月18日（月）北側調査区農道沿いに、駐車場造成のため盛土を行う。

11月27日（木）東邦航空による空中写真撮影。天候不順のため後日再撮を行うこととなった。２回

　　　　　　　　目の部分終了確認。調査期間を12月６日まで延長。

11月29日（金）午後から現地公開を開催。参加者61名を数える。

12月５日（木）東邦航空による２回目の空中写真撮影。

12月６日（金）調査を行った遺構を重機により埋戻す。資材搬出ののち調査終了。

１　野外調査
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２　室 内 整 理

（１）遺物整理の方法

遺物整理作業は、12月１日から行った。遺物の洗浄等は、一通り調査期間内に現場で行い、整理期

間内は仕分け作業から行った。出土した遺物は、まず種類別（土器・土製品類・石器）に分類し、袋ご

とに重量計測を行った。その際、野外調査時の遺物収納袋で管理、連番を付けて一覧表を作成した。

その後、遺物別に註記・接合作業を経て、本書掲載分と不掲載分を選択、掲載分は種類毎に仮番号を

付して登録作業を行った。この後、それぞれの実測、点検・修正、トレースを行い、それらをスキャ

ナーで取り込んでデジタルデータとし編集した。仮番号は、最終的に遺構内の遺物から掲載番号（算

用数字の連番）に付け替えている。

本書への掲載にあたっては、遺構内出土の遺物を優先して選んだが、事例の少ない資料掲載を行う

ため、遺構外や遺物包含層から出土している遺物を多く掲載した。

（２）遺構図面の整理

野外調査時に作製した遺構図は、電子平板のデータを用いて作製した平面図と、作業員２名が人力

と電子平板で作製した断面図（縮尺１/20）をデジタルデータ化して、修整を加えた後にデジタル編集

した。また、遺構図面ごとに遺物図版を掲載し、遺物観察表の掲載は土器・石器それぞれに分けた。

（３）写真撮影と整理

野外調査時の遺構写真等は、６×９判モノクローム写真・35ｍｍモノクローム写真はネガとともに

アルバムに貼付し、デジタルカメラで撮影したデータは、遺構ごとに個別のフォルダーにまとめた。

遺物の写真は、当センター写真室において撮影技師がデジタル一眼レフカメラ（Canon EOS １ Mark

Ⅱ）を使用し撮影した。撮影カット数はおよそ235カットである。写真の加工については、調査員がデ

ジタルデータの割付・サイズ等の編集を行い、掲載を行った。

Ⅲ　野外調査と室内整理の方法
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Ⅲ　野外調査と室内整理の方法
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第８図　北側調査区遺構配置図
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Ⅲ　野外調査と室内整理の方法
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第10図　南側調査区遺構配置図
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

１　出土遺物について

今回、外屋敷ⅩⅨ遺跡の発掘調査で、縄文時代早期の遺物や遺構が確認された。出土した土器の殆

どが、縄文時代早期中葉にあたる白浜式土器と根井沼・寺の沢式土器であり、遺構内遺構外ともに出

土している。これらについて、整理作業にあたり出土した土器をⅠ～Ⅳ群に分類を行った。さらに文

様体を細分したものについては各類分けを行った。縄文時代後期にあたるⅣ群については、分類は行

わず一括した。　　　　　　　

【Ⅰ群】　白浜式に比定される土器群。いずれも捲れの強い爪型刺突文を施文し、ナデによる無文帯・

　　　　貝殻条痕文を施文する。文様体が口縁部に狭い範囲で施文されるものが特徴である。 

　ａ類　数段の爪型刺突文を口唇部直下に施文し、口縁部にかけて貝殻背圧痕を施文するもの 

　ｂ類　数段の爪型刺突文を口唇部直下・口縁部に施文し、器面に貝殻条痕文を施文するもの 

　ｃ類　撚糸による縄文が施文されるもの  

　ｄ類　口縁部、胴部に数段の爪型刺突文を施文し、無文体を形成するもの   

　ｅ類　爪型刺突文による文様区画体内を貝殻腹縁文により横位に施文するもの  

　ｆ類　爪型刺突文による幾何学文を施文するもの

　ｇ類　貝殻条痕文を器面全体に施文するもの 

【Ⅱ群】　根井沼・寺の沢式土器が該当する。遺跡から出土した中では大半を占めている。文様体が多

　　　　岐にわたるため、a ～ｆ類に分類を行った。

ａ類　沈線 ( 貝殻 ) 文による幾何学文が施文されているもの  

ｂ類　口縁部、胴部に文様体区画文を持つもの   

　１　数段の爪型刺突文を施し、横位・縦位の貝殻腹縁文、貝殻腹縁押引文を施文するの。 

　２　数条の沈線を施文し、この内側に爪型刺突文、貝殻端部刺突文を施文するもの。 

　３　数段の貝殻端部による刺突文を施し、貝殻腹縁文を斜位に施文するもの。  

　４　貝殻腹縁文を横位に施文し、文様を区画するもの。     

ｃ類　貝殻腹縁押引文、貝殻腹縁文による渦巻状の施文するもの    

ｄ類　器面裏側に貝殻による施文がなされるもの   

ｅ類　無文土器   

ｆ類　その他 。Ⅱ群に含まれるが、詳細が不明な断面や、今回分類したものにあてはまらないも

　　　　のを一括して分類した。 

【Ⅲ群】　縄文時代早期の土器。底部や、破片など正確な時期が不明なものを一括した ｡ 

【Ⅳ群】　縄文時代後期に比定される土器

【口唇部】キザミ ( 絡条体、貝殻背圧痕 )   

　Ａ　絡状体圧痕文・縄文源体を口唇部に施文するもの   

　Ｂ　貝殻腹縁文、貝殻背圧痕文を口唇部に施文するもの   

　Ｃ　爪型刺突文、工具による圧痕を口唇部に施文するもの 
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２　北側調査区

２　北 側 調 査 区

調査区面積は3050㎡と南側より比較的広く、地形は、北側のへ伸びる尾根上の斜面地となっている。

調査区内東側半分の表土掘削を行ったが、陥し穴３基のみ検出した状況であり、遺物も出土しないた

め、残りの西側部分については生涯学習課との協議の上、数条のトレンチ調査を行い調査を行うこと

となった。

（１）　陥 し 穴

１号陥し穴（第11図、写真図版４）

〈位置〉北側調査区、- Ⅰ - Ａ23u に位置している。

〈検出状況〉黒褐色の溝状に検出した。一部トレンチにより削平されている。

〈平面形・規模〉平面形は南北に伸びる溝状である。開口部は3.54×0.96ｍ、底部は2.81×0.06ｍ、深

さ118㎝を測る。

〈埋土〉３層に細分したが、暗褐色土、極暗褐色土、にぶい黄褐色土で構成されている。自然堆積層で

ある。

〈壁・底面〉壁はほぼ直行する。底面はほぼ平坦である。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉形状と検出面から、縄文時代であると考えられる。

２号陥し穴（第11図、写真図版４）

〈位置〉北側調査区、- Ⅰ - Ａ23u ～ - Ⅰ - Ａ24u に位置している。

〈検出状況〉黒褐色の溝状に検出した。遺構上面は一部削平されている。

〈平面形・規模〉平面形は南北に伸びる溝状である。開口部は3.31×0.33ｍ、底部は3.04×0.08ｍ、深

さ110㎝を測る。

〈埋土〉７層に細分したが、褐色土、暗褐色土、にぶい黄褐色土で構成される。自然堆積層である。

〈壁・底面〉壁は外傾する。底面はほぼ平坦である。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉形状と検出面から、縄文時代であると考えられる。

３号陥し穴（第11図、写真図版４）

〈位置〉北側調査区、Ⅰ - Ａ4v に位置している。

〈検出状況〉黒褐色の円形状に検出した。埋土上部が一部木根による影響を受けている。

〈平面形・規模〉平面形は円形である。開口部は1.76×1.40ｍ、底部は0.80×0.85ｍ、深さ94㎝を測る。

〈埋土〉主に黒褐色土から暗褐色土、にぶい黄褐色土で構成されている。自然堆積とみられる。

〈壁・底面〉壁は緩やかに外傾する。底面は平坦であり、土坑下よりピットなどは確認できなかった。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉形状と検出面から、縄文時代であると考えられる。
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凡例追加文章

また、堆積土中の火山灰の名称は、一貫して南部浮石を To-Nb、八戸火山灰を To-H と

表記した。
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３ 南 側 調 査 区

（１）　竪 穴 住 居 跡

１号竪穴住居跡（第12図、写真図版８～11）

〈位置〉南側調査区の北側ⅠＡ24j グリッドから検出した。北西側の緩斜面から平坦面への地形変換点

に構築されている。当初、埋土の状態や検出状況から西側と東側に重複関係にある遺構としたが、精

査の結果、１棟の遺構であることが判明した。

〈検出状況〉土層確認トレンチ断面に住居の一部が確認でき、住居の掘り込み面はⅣ層からⅤ層上面で

あることが確認できた。

〈平面形・規模〉Ⅳ層面上からは平面形プランを確認することが困難なため、土層の掘り下げを進めな

がら平面形を把握した。隅丸方形状で、5.50×5.23ｍ、深さ西側で0.94ｍ、東側で0.50ｍを測る。

〈埋土〉13層に細分したが、基本的には４層の To-Nb 層を挟んで２層に大別される。To-Nb 層より上位

に見られる土層は基本土層Ⅳ層を主体とする土層である。４層は火山灰土である To-Nb 層、４層から

下位の土層は To-Nb 層直下には、暗褐色土～暗赤褐色土層で、若干の焼土や炭化物粒とともに土器片

や、石器が多く検出している。その下位には黄褐色土～褐色土が主体の土層で、基本土層Ⅴ～Ⅶ層中

に火山灰粒が入っている。

〈壁・床面〉壁は基本土層Ⅴ～Ⅷ層を掘り込んでおり、外傾している。床は、ほぼ平坦であり、基本土

層Ⅷ層を掘り込んでいる。一部住居中央部がやや固く締まっている

〈柱穴〉柱穴は P1～ P3の３個検出されている。それぞれ、住居底面壁から1.05ｍ～1.20ｍの場所から

検出した。P1の底面には、柱痕と思われる浅い窪みが見られた。埋土は褐色土主体である。P1、P2に

は柱抜き取り痕が見られた。

〈炉〉住居の中央部西壁方向に、微量の焼土粒と炭化物粒の土層が確認できた。東西方向に、浅く掘り

込んだようである。規模は1.58×1.12ｍ、最深0.15ｍを測る。方形ないし長楕円形をしている。埋土

は、褐色土が主体で炭化物粒が微量に入り、極微量に焼土粒が見られた。底面は焼けていないが、一

部固く締まり、炭が貼りついていた。遺物は剥片が数点出土している。

〈土坑〉住居の南西側の壁際より検出した。規模は0.90×0.62ｍ、深度0.30ｍを測る。平面形は楕円形

である。埋土は褐色土で、２層には炭化物粒が多く含まれる。

〈出土遺物〉縄文土器8738.7g、石器158点が出土している。縄文土器22点、石器14点を掲載。３号竪穴

住居に次いで遺物が出土している。１は口縁部で、爪型刺突文を縦位・横位に施文し、貝殻条痕文を

施文する。７は、器面両面に貝殻条痕文による調整が施される。Ⅰ群に相当する。いずれも To-Nb 層

よりも上位層より出土している。

　12は３段の爪型刺突文区画文体内に貝殻腹縁押引文を縦位に施文する。また、一部貝殻腹縁押引文

を下から上へと押引いて施文している。21は３段の爪型刺突文が施され、貝殻腹縁文を爪型刺突文直

下に僅かではあるが施文し、貝殻腹縁押引文を横位に施文する。22は口縁部に３段、５段の爪型刺突

文を施文し、貝殻腹縁文を横位に施文している。施文した腹縁文は貝殻端部刺突文により、５単位区

画される。Ⅱ群 b1類に相当する。17は山型口縁を持ち、口縁部から胴部にかけて、貝殻腹縁文を斜位

に施文し地文としている。３条の沈線を口縁部に施文し、胴部下位には貝殻腹縁押引文を施文する。

胴部左半分には波状貝殻文が施文され、右半分にはこれが見られない。20は４条の沈線を口縁部横位

３　南側調査区
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第12図　１号竪穴住居跡

Ⅳ　検出された遺構と遺物
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P1～３
1．10YR4/6 褐色土　粘性やや強　しまり疎　炭化物微量含む
　　  若干赤みがあり、周辺の床面土よりやや黒味を帯びている
2．10YR4/4 褐色土　粘性やや強　しまり疎　炭化物少量含む
3．10YR3/4 暗褐色土　粘性弱　しまり疎　炭化物微量含む
4．10YR3/4 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや強　炭化物微量含む

１号竪穴住居
1．10YR2/3 黒褐色土　粘性弱　しまり疎　木根攪乱
2．10YR4/6 褐色土　粘性弱　しまり密　φ１mmの黄褐色火山灰粒（To-Nb）多量含む
3．10YR4/4 褐色土　粘性弱　しまり密
　　　　　　黄褐色火山灰層（To-Nb）を含む非常に硬い層
4．10YR6/8 黄褐色火山灰層（To-Nb）
　　　　　　φ2～4mm大の粒子の層中に1mm大の灰白色の粒が中量入る
5．10YR4/4 褐色土　粘性弱　しまり疎　φ２㎜の黄褐色火山灰粒（To-Nb）多量、炭化物微量、焼土 
  微量含む
6．10YR3/4 暗褐色土　粘性やや強　しまり疎
　　　　　　φ1～2mmの黄褐色火山灰粒（To-Nb）少量、炭化物少量、焼土少量含む　遺物を多く 
  包含する層
7．10YR3/4 暗褐色土　粘性弱　しまり密黄褐色火山灰（To-Nb）粒少量含む
8．10YR4/4 褐色土　粘性弱　しまり疎　φ2㎜の黄褐色火山灰粒（To-Nb）多量、炭化物微量、焼土 
  微量含む
9．10YR4/6 褐色土　粘性弱　しまり密　黄褐色火山灰粒（To-Nb）微量に含む　土器片あり
10．10YR4/6 褐色土　粘性弱　しまりやや疎　黄褐色火山灰（To-Nb）粒微量含む
11．10YR4/6 粘性やや強　しまりやや疎 炭化物極微量、焼土ブロック微量含む
12．10YR5/6 黄褐色土　粘性弱　しまり密
  黄褐色火山灰粒（To-Nb）少量、炭化物微量含む　基本土層Ⅳ層に暗褐色土が中 
  量入る
13．10YR4/3 にぶい黄褐色土　粘性弱　しまり密
　　  黄褐色火山灰粒（To-Nb）微量　炭化物微量　基本土層Ⅳ層に暗褐色土が中量混 
  じる

　　　　

１号床面土坑
1．10YR4/6 褐色土　粘性強　しまり疎　炭化物微量含む　
  　  若干赤みがある　周辺の床面土よりやや黒味が強い
2．10YR3/4 暗褐色土　粘性弱　しまり疎
　  黄褐色火山灰（To-Nb）粒微量、炭化物微量含む　剥片・ 
  削片含む
3．10YR5/6 褐色土　粘性弱　しまり疎　炭化物少量含む
4．10YR5/4 にぶい黄褐色土　粘性弱　しまり疎　炭化物微量含む

１号炉
1．10YR4/6 褐色土　粘性弱　しまり疎　炭化物微量含む
2．10YR4/４ 褐色土　粘性弱　しまり疎　炭化物微量含む
3．7.5YR4/6 褐色土　粘性弱　しまり疎
　　  炭化物微量、焼土粒微量含む　周辺土層より赤みが強い
4．10YR3/4 暗褐色土　粘性弱　しまり疎　炭化物微量含む　
5．10YR4/6 褐色土　粘性弱　しまりやや疎　炭化物微量含む　

1号竪穴住居

0 1:60 2m

3

3

6
4

2

5
7

4

12
10

1

8
9

11

13

4
3

2

3

1

4

4
4 5

1
0

9
7

1
1

1
1

4
4

4
4

4



-24-

第13図　１号竪穴住居跡　出土遺物　①

３　南側調査区
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第14図　１号竪穴住居跡　出土遺物　②

Ⅳ　検出された遺構と遺物
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第15図　１号竪穴住居跡　出土遺物　③

３　南側調査区

0 2:3 3cm

外屋敷XIX遺跡   18

s15

s16

s18

s17

s13s12

外屋敷XIX遺跡   31
削掻器
                                    31

s10

s8

外屋敷XIX遺
石槍
                    

=2/ 3

s6

外屋敷XIX遺跡   2
石鏃
                                    2

s3

外屋敷XIX遺跡   1
石鏃
                                    1

s2

s22

s23

s20

0 1:3 10cm



-27-

に施文する。この沈線内に貝殻端部刺突文を４段施文する。Ⅱ群 b2類に相当する。４は口縁部に貝

殻端部による刺突文を５段施文する。胴部には斜位の貝殻腹縁文が施文されており、胴部下位まで広

がる。この貝殻腹縁文を施文したのち、２段ないし３段の貝殻端部刺突文を施文する。18もこれにあ

たる。Ⅱ群 b3類に相当する。６は３段の貝殻端部刺突文直下に斜位の貝殻腹縁文を施文する。一部

貝殻端部刺突文直下に、貝殻腹縁文をⅩ字状に施文している。胴部下位には貝殻腹縁文を横位３段に

施文し、文様区画体としている。また、貝殻腹縁刺突文が文様区画体に向けて１単位施文されている。

Ⅱ群 b4類に相当する。13は、口縁部に４段の爪型刺突文を施文している。この直下に波状貝殻文を２

段施文している。Ⅱ群ｈ類に分類した。４は緩い撚糸を貝殻腹縁による刺突文下に横位に施文する。

７は胴部片で、貝殻条痕文を横位に施文する。詳細な時期が不明なため、Ⅲ群に分類した。183、184は

粘土塊である。183はⅩ字状で、両面に指紋が付着する。184には工具を刺したような刺突痕が見られる

　石器は23点掲載した。このうち１、４、５、７、９、19、21の７点は写真掲載のみである。３は石鏃

で、先端部が一部欠損している。６は石槍で、先端部が欠損している。10は石箆で、縦長剥片の先端

部に腹面側から打撃を加えて刃部調整の剥離を施す。15は石斧で、一部研磨されており、局部磨製石

斧と想定される。23は磨石で、床面から出土している。

〈時期〉遺構検出面、出土遺物等から縄文時代早期中葉であると考えられる。

２号竪穴住居（第16図、写真図版12～18）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ2j、ⅡＡ2k にかけて位置している。

〈検出状況〉Ⅳ層下位から検出した。この竪穴住居周辺は、硬化した森林土壌であるⅣ層が発達してお

り、平面プランの確認が非常に困難なため、To-Nb の堆積している不整形プランにベルトを設定し掘

り下げた。この遺構からも To-Nb のレンズ堆積が確認でき、炭化物集中地点など床面施設と思われる

遺構が確認できたため、竪穴住居であるとした。

〈平面形・規模〉平面形は隅丸方形である。規模は7.1×5.1ｍ、深さは最深105㎝を測る。床面積は

21.25㎡である。

〈埋土〉埋土は12層に分けられる。To-Nb を含む　層上層を埋土上位、下層を埋土下位とした。

〈壁・床面〉床面はⅦ層で、住居中央部に炭化物が集中する地点があり、若干落ち込んでいる。硬化面

は確認できなかった。壁はTo-H灰を包含する層を掘り抜いて形成されている。やや緩やかに外傾する。

〈柱穴〉５個検出した。P2～ P5主柱穴であり、４本柱であると想定される。埋土中に To-Nb を微量含

んでいる。

〈出土遺物〉縄文土器3125.8g、石器47点が出土している。縄文土器10点、石器13点を掲載。ほかの竪

穴住居に比べて遺物量は少なく、土器は破片資料のみである。30は破片で、爪型刺突文にみられるメ

クレが特徴である。25は口唇部に縄文原体による圧痕が見られる。口縁部にも３段の貝殻刺突文直下

に撚糸による施文が見られる。Ⅰ群ｃ類に相当する。

　23は貝殻腹縁押引文を地文とし、２段の爪型刺突文が修繕孔下に伸びている。この爪型刺突文は、

地文と想定される貝殻押引腹縁文を区画する文様区画体であると考えられる。24は貝殻腹縁文を縦位

に施文し、２段ないし３段の爪型刺突文を施す。30は床面直上から出土した土器で、口縁部に貝殻背

圧痕が施文されている。24と同様に胴部は貝殻腹縁文によって施文され、数段の爪型刺突文を施す。

Ⅱ群 b1類に相当する。32は口縁部に３段の貝殻端部による刺突文を施文し、この下部に貝殻腹縁文を

斜状に施文する。胴部下につれて貝殻腹縁押引文を横位に施文する。また胴部下一部に1.5㎝幅の貝

殻腹縁文が施文されており、途中で途切れるように施文されている。Ⅱ群 b3類に相当する。26は無文

Ⅳ　検出された遺構と遺物



-28-

第16図　２号竪穴住居跡
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２号竪穴住居
1. 10YR2/3 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや疎　
　   暗褐色粘土ブロック少量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、白色細粒パミス多量含む
2. 10YR3/4 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや疎　
　   φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、白色細粒パミス少量含む
3. 10YR3/4 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや強　
　   褐色粘土ブロック少量、黒褐色ブロック少量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、
　  白色細粒パミス多量、スコリア微量含む
4. 7.5YR3/4 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや疎　
　   暗褐色ブロック中量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)多量、白色細粒パミス多量含む
5. 10YR6/8  φ3～4mm黄褐色火山灰層(To-Nb)
6. 10YR2/2 黒褐色土　粘性やや強　しまりやや密　
　   暗褐色土ブロック微量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)多量、白色細粒パミス多量、
　   スコリア微量、炭化物粒少量含む
7. 10YR2/3 黒褐色土　粘性強　しまりやや密　
　   φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、白色細粒パミス少量、炭化物粒少量含む
8. 5YR3/6 明赤褐色土　粘性やや強　しまりやや密　
　   褐色粘土ブロック少量、φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、スコリア微量、炭化物粒微量
9. 10YR4/6 褐色土　粘性やや強　しまりやや密　
　   黒褐色粘土ブロック微量、φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、炭化物粒少量含む
10.10YR2/3 黒褐色土　粘性やや弱　しまりやや疎　
11.10YR5/4 にぶい黄褐色粘土　粘性強　しまり密
　   φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、炭化物粒微量含む
12.10YR4/6 褐色粘土　粘性強　しまりやや密
　   φ2～3mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む
13.10YR5/4 にぶい黄褐色粘土　粘性強　しまり密
　   φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む

２号炭化物集中
１. 10YR4/6 褐色粘土　粘性強　しまりやや密
　   炭化物粒微量含む　

P1・P2・P3・P4・P5
１. 10YR6/6　明黄褐色粘土　粘性強　しまりやや密
　　　　　　 φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、
　　　　　　 炭化物粒微量含む
２. 10YR5/8　黄褐色粘土　粘性強　しまりやや密　
　　　　　　 φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む

１号炭化物集中
１. 10YR4/6 褐色粘土　粘性強　しまりやや密
　   炭化物粒微量含む

2号竪穴住居
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３　南側調査区



-29-

第17図　２号竪穴住居跡　出土遺物　①
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Ⅳ　検出された遺構と遺物
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第18図　２号竪穴住居跡　出土遺物　②
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であり、尖底部が乳頭状となる。早期の尖底資料であり、無文体破片と想定される。Ⅲ群に相当する。

　石器は14点掲載した。このうち25、26の２点は写真掲載のみである。磨石が多く出土している。30、

32、33は特殊磨石である。30は P4埋土中から出土している。32、33は床面直上から出土している。いず

れも、一部欠損している。　

〈時期〉検出面、出土遺物等から縄文時代早期中葉であると考えられる。

３号竪穴住居（第20図、写真図版18～22）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ6k ～ⅡＡ7k に位置している。

〈検出状況〉Ⅴ層上面で検出した。この住居周辺からはⅣ層が殆ど堆積しておらず、Ⅴ層とⅥ層の境か

ら確認した。平面プランは、非常に硬化したⅣ層中にわずかな暗褐色土が堆積していたため、ベルト

を設定し、これを掘り下げたところ、To-Nb のレンズ堆積と、床面と思われる硬化面、柱穴などが確

認できたため竪穴住居とした。

〈平面形・規模〉平面形は北東と南西に延びるような楕円形である。規模は7.6×6.5ｍ、深さは最深57

㎝を測る。床面積は26.30㎡である。

〈埋土〉埋土は10層に分けられる。暗褐色土が主体であり、埋土中層部に、To-Nb を含む４層は、レン

ズ堆積をしており、木根の影響を受けている。この層より上の層を埋土上位、これより下のものを埋

土下位とした。

〈壁・床面〉床面はⅦ層で、概ね平坦であり、半分以上が硬化していた。壁面は、ほぼ直立しており、

第19図　２号竪穴住居跡　出土遺物　③
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s36 s38

s37
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※1～ 5、7～ 16、18 ～ 22

Ⅳ　検出された遺構と遺物
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P1～P8
1. 10YR5/6 黄褐色粘土　粘性やや弱　しまりやや疎　  
 φ5mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む
2. 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土　粘性弱　しまりやや疎　
    暗褐色土粒微量含む　
3. 10YR5/3 にぶい黄褐色粘土　粘性やや強　しまり疎
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3号竪穴住居
1. 10YR2/3 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや疎　褐色粘土ブロック少量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量含む　Ⅳ層木根あり
2. 10YR4/6 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや密　暗褐色粘土粒微量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量含む
3. 10YR4/6 暗褐色土　粘性弱　しまりやや疎　暗褐色粘土ブロック微量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)中量、スコリア少量含む
4. 10YR6/8　　φ3～4mm黄褐色火山灰層(To-Nb)　
5. 10YR3/4 暗褐色土　粘性強　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　褐色粘土粒少量、褐色粘土硬化ブロック微量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)多量、炭化物粒微量、スコリア少量含む
6. 7.5YR4/6 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや密　暗褐色粘土ブロック多量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、炭化物微量、スコリア微量含む
7. 7.5YR4/6 暗褐色土　粘性やや強　しまり密　褐色粘土ブロック少量、炭化物粒少量、スコリア微量含む　φ3～4mm八戸火山灰(To-H)微量含む可能性
8. 10YR4/6 暗褐色土　粘性強　しまり密　φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、炭化物粒微量含む
9. 5YR4/4 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや密　φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、暗褐色ブロック微量含む
10.7.5YR4/6 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや疎　φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、炭化物粒微量含む
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第20図　３号竪穴住居跡
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南東方向は緩やかに外傾している。

〈柱穴〉床硬化面を下げたところ、８個検出した。すべて遺構に対応するもので、長方形の配列を成し

ている。深さは何れも30㎝程度のものであるが、P6は54㎝、P3は51㎝と北東方向に深い柱穴が確認さ

れている。

〈出土遺物〉縄文土器11715.2g、石器74点が出土している。縄文土器16点、石器６点を掲載。検出した

遺構中最も多くの遺物が出土している。また、床面からの出土遺物がなく、To-Nb 層直下の層や床面

までの暗褐色埋土中に含まれている。出土した土器はすべてⅡ群に相当する。35、45は貝殻腹縁文、貝

第21図　３号竪穴住居跡　出土遺物　①
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殻押引腹縁文を地文とし、工具による斜位の多条沈線で幾何学文を施文する。44は裏面にも貝殻文に

より施文されている土器で、表面に鉤状の貝殻腹縁文による幾何学文を施文する。胴部付近にも N 字

状の幾何学文が施文されており、一部磨消部分が見られる。Ⅱ群 a 類に相当する。33は２段の爪型刺

突文区画体を貝殻腹縁文、貝殻腹縁押引文によって一部交互に施文する。46は１段の爪型刺突文を施

文し、貝殻腹縁文を縦位・横位に施文している。Ⅱ群 b1類に相当する。41はほぼ完形で、口唇部上の

山型口縁立ち上がり部分に隆体を３個施す。口縁部には列点文を施文し、点を中心として沈線を巡ら

せる。地文に貝殻腹縁文が縦位に施文され、胴部から底部にかけて多条沈線と爪型刺突文を施す区画

体を持つ。Ⅱ群 b2類に相当する。36は44と同一個体であると考えられる。37は小型の土器である。口

第22図　３号竪穴住居跡　出土遺物　②
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３　南側調査区
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第23図　３号竪穴住居跡　出土遺物　③

縁部には絡状体による圧痕が斜状に施され、胴部から底部にかけては貝殻の端部または、砕片による

刺突文を一定の間隔を置いて施す。底部付近には貝殻による刺突文が羽状に施文される。Ⅰ群ｆ類に

相当する。

　石器は21点掲載した。このうち39、41、42、54の４点は写真掲載のみである。40は石錐で、剥片の先端

に表裏から加工を加えて錐部を形成する。２号住居同様に、礫石器類が多く出土している。44、45は特

殊磨石であり、44は三角形の一側縁が擦られ、45は断面三角形の二側縁が擦られて平坦になっている。

44
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s40

0 1:3 10cm

46
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第24図　３号竪穴住居跡　出土遺物　④

46～50は磨石でいずれも床面から出土している。　

〈時期〉検出面、出土遺物等から縄文時代早期中葉であると考えられる。
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第25図　１号住居状遺構

（２）　住 居 状 遺 構

１号住居状遺構（第25図、写真図版22）

〈位置〉南側調査区、ⅠＡ25j・ⅡＡ１j にかけて位置している。

〈検出状況〉Ⅴ層上面より検出。暗褐色の円形平面プランを確認し、遺物の出土状況や、埋土状況、壁

の立ち上がりなどが確認できたが、床面施設が検出できなかったため、住居状遺構と認定した。

〈平面形・規模〉平面形は概ね円形である。規模は5.1×4.6ｍ、深さは最深34㎝を測る。床面積は

12.95㎡である。

〈埋土〉埋土は３層に分けられる。埋土中にはⅣ層同様、To-Nb が含まれており、埋土上位に堆積して

いる。下位についてはⅤ層と思われるブロックが暗褐色土中に混じって堆積している。

〈壁・床面〉床面は概ね平坦であり、Ⅶ層からなる。壁は外傾する。

〈柱穴〉ベルトを設定し、床面の掘り下げを行ったが、確認することはできなかった。

〈出土遺物〉縄文土器1465.3g、石器19点が出土している。縄文土器５点、石器４点を掲載した。47は貝

殻腹縁文を斜状に施文し、貝殻腹縁押引文を器面中央に施文する。48は、数条の沈線を横位に施文する。
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第26図　１号住居状遺構　出土遺物

この沈線区画内に、貝殻端部刺突文を１段施文する。50は、波状貝殻文を縦位に施文しており、器面

全体に施されると想定される。Ⅱ群 b2類に相当する。51の爪型刺突文にはメクレが見られる。Ⅰ群・

Ⅱ群双方の特徴を持つ破片である。

〈時期〉埋土中より出土する遺物や検出面より縄文時代早期の遺構と考えられる。

２号住居状遺構（第27図、写真図版23）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ22k に位置している。

〈検出状況〉Ⅴ層面より遺構プランを検出した。プランは不整形であり、To-Nb を含む暗褐色土が堆積

していた。これを掘り下げたところ、平底と思われる土器や、壁の立ち上がりが確認できたが、床面

施設が確認できなかったため、住居状遺構と判断した。

〈平面形・規模〉平面形は概ね円形である。規模は4.5×4.2ｍ、深さは最深32㎝を測る。床面積は9.54

㎡である。

〈埋土〉埋土は３層に分けられる。暗褐色土が主体で To-Nb をまばらに含み、固く締まっている。

〈壁・床面〉床面は概ね平坦であり、Ⅴ層からなる。壁は緩やかに外傾する。

〈出土遺物〉縄文土器1465，3g、石器60点が出土している。縄文土器３点、石器２点を掲載した。53は貝

殻腹縁文を斜状に施文しており、胴部へと続いている。53は貝殻腹縁文を斜状に施文する。Ⅱ群ｆ類

に相当する。54は底部片で無文である。Ⅱ群ｇ類に分類した。

石器は１点掲載した。55は石箆で、縦長剥片の先端縁辺に背面側から刃部調整の剥離を行っている。

〈時期〉埋土中より出土する遺物から、縄文時代早期の遺構と考えられる。
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1．10YR5/4 にぶい黄褐色土　粘性弱　しまり密　φ3～4mm黄褐色火山灰粒(To-Nb)多量含む
2．10YR3/4 暗褐色土 粘性弱　しまり密　φ3～4mm黄褐色火山灰粒(To-Nb)微量　炭化物微量含む
3．10YR4/4 褐色土　粘性弱　しまり密　φ3～4mm黄褐色火山灰粒(To-Nb)微量含む
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３号住居状遺構（第28図、写真図版23）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ24l に位置している。

〈検出状況〉Ⅴ層面より遺構プランを検出した。プランは不整形であり、Ⅳ層面からの木根が遺構埋土

表層に達していた。２号住居状遺構に比べると To-Nb は少なく、プランの確認が困難であった。この

ためベルトを設定し掘り下げたところ、小削片が出土し、壁と思われる立ち上がりが確認できた。床

面施設は確認できていない。このため、住居状遺構と判断した。

〈平面形・規模〉平面形は概ね円形である。規模は4.5×4.2ｍ、深さは最深32㎝を測る。床面積は9.54

㎡である。

〈埋土〉埋土は4層に分けられる。木根による攪乱を受けているようである。

〈壁・床面〉床面は概ね平坦であり、Ⅴ層からなる。壁は緩やかに外傾する。

〈出土遺物〉石器を４点掲載した。55は石鏃で、先端部と基部が欠損している。57、58は石斧である。57は、

両側縁を平坦に拵え、全体を磨く。刃部右側が摩耗する。58は、大型石斧の刃部で頭部側が欠損して

いる。刃部には、片側に加工剥離が見られる。

〈時期〉検出面から縄文時代早期であると考える。

第28図　３号住居状遺構
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1. 10YR4/6 褐色土　粘性やや弱　しまりやや密　暗褐色粘土ブロック中量、φ3～4mm黄褐色火山灰(To-Nb)多量、白色細粒パミス多量、スコリア少量含む
2. 10YR3/4 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや密　南部浮石少量、炭化物粒微量含む　黄橙色火山灰ブロック(To-H)少量含む可能性
3. 10YR4/6 褐色土　粘性やや強　しまりやや疎　南部浮石少量、スコリア微量含む　黄橙色火山灰ブロック(To-H)少量含む可能性
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（３）　焼 土 遺 構

１号焼土遺構（第30図、写真図版23）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ7p に位置している。

〈検出状況・形状〉Ⅳ層下位より検出した。プランは不整形で中央部に焼土が集中している。これを断

ち割ったところ、中央にある焼土が斜状に延びていることを確認した。このため、尖底土器を使用し

た炉跡の可能性もあると推察したが、根拠が不十分なため焼土遺構とした。焼土下は硬化していない。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉検出面から縄文時代早期であると考える。

２号焼土遺構（第30図、写真図版24）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ8n に位置する。

〈検出状況・形状〉Ⅳ層下位より検出した。プランは不整形であり、焼土粒が少量広がっている。焼土・

炭化物を含む埋土範囲をあわせて焼土遺構とした。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉検出面から縄文時代早期であると考える。

３号焼土遺構（第30図、写真図版24）

〈位置〉南側調査区、ⅡＡ q8、ⅡＡ q9に位置する。

〈検出状況・形状〉Ⅳ層下位より検出した。プランは不整形であり、焼土粒が少量広がっている。焼土

層が薄く、検出の際に一部削平されている。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉検出面から縄文時代早期であると考える。

第29図　３号住居状遺構　出土遺物
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s56

s57

s55

s58

0 1:3 10cm

※1～ 5、7～ 16、18 ～ 22

Ⅳ　検出された遺構と遺物
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第30図　１・２・３号焼土遺構
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Y=81363.000
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16
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00
0

Y=
81
36
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00
0

２号焼土遺構

１号焼土遺構

1号焼土遺構
1．5YR3/6暗赤褐色焼土　粘性やや強　しまりやや密　暗褐色ブロック微量、炭化物粒少量含む
2．10YR4/6褐色土　粘性弱　しまりやや疎　暗赤褐色焼土ブロック多量、炭化物少量含む
3．10YR3/4暗褐色土　粘性やや強　しまりやや疎　暗赤褐色焼土ブロック少量、φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量、炭化物粒少量含む

3号焼土遺構
1．7.5YR3/4 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや密
　   焼土ブロック少量、炭化物粒多量含む
2．7.5YR3/4 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや密
　   暗褐色ブロック少量、褐色ブロック少量、
　  φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量、
            炭化物粒少量含む
3．10YR3/4 暗褐色土　粘性やや弱　しまり疎
　  φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)少量含む

2号焼土遺構
1．5YR4/8 赤褐色焼土　粘性やや弱　しまりやや疎
　   暗褐色粘土ブロック少量、φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む
2．10YR3/4 暗褐色土　粘性やや強　しまりやや密
　   赤褐色焼土粒微量、炭化物微量含む
3．10YR3/4 暗褐色土　粘性やや弱　しまりやや疎
　   褐色粘土ブロック微量、φ1～2mm黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む

0 1:20 50cm

３　南側調査区



-43-

第31図　１号土坑

（４）　土 坑

１号土坑（第31図、写真図版112）

〈位置〉南側調査区、ⅠＡ2ｋに位置して

いる。

〈検出状況〉黒褐色の円形状に検出した。

〈平面形・規模〉平面形は円形である。

開口部は1.34m ×2.30m、底部は72㎝×

1.30m、深さ62㎝を測る。

〈埋土〉３層に分かれる。黒褐色土が主体

となっている。

〈壁・底面〉壁は外傾している。底面は平

坦である。

〈出土遺物〉遺物は出土していない。

〈時期〉検出面はⅣ層であるが埋土にⅡ a

層土が堆積しており、詳細な時期は不明

である。

（５）　遺 物 包 含 層

〈位置・検出状況〉調査区南側、ⅡＡ13n ～ⅡＡ13周辺から以南にかけて確認した。土層は竪穴住居群

が所在する地点とは異なっており、斜面地下までⅡ c 層が広がっている。近代の畑地造成の影響を受

けているため、一部削平されたと考えられる。また、近代の焼土遺構や、ごみ穴などを検出しており、

これらに混在する形で縄文時代早期と縄文時代後期の遺物が出土している。斜面地下付近にトレンチ

による試掘を行ったが、当該期の遺構は検出できなかったため、斜面地に広がるⅡ c 層を中心とした

地点を包含層とした。

〈規模〉斜面地上から調査区範囲南端部に広がっており、約950㎡が該当する。Ⅱ c 層は調査区外にも

広がっており、調査区範囲内では層厚約10～30㎝を測る。

〈遺物〉縄文土器11442.6g、石器108点が出土。縄文土器38点、石器７点を掲載。60は口縁部に貝殻腹縁

文を施文し、直下に爪型刺突文を施文する。66は爪型刺突文を縦位に１段、横位に３段施文している。

貝殻条痕文による調整がなされており、器面両面に施されている。67は、３段の爪型刺突文を施文し、

直下に貝殻背腹縁文を数段に分けて押圧するように施文する。72は口唇部、口縁部ともに爪型刺突文

により施文される。Ⅰ群に相当する。71は胴部に沈線による区画文もしくは幾何学文を施文する。84は

爪型刺突文を口縁部から斜状に施文する。Ⅱ群 a 類に相当する。67は３段の爪型刺突文を施文し、貝

殻腹縁文を施文する。一部に貝殻腹縁刺突文が見られる。70も67と同様で、２段の爪型刺突文を施文

する。75，77は爪型刺突文を挟んで、上位に貝殻腹縁押引文を施文し、下位を磨いている。Ⅱ群 b1類

１号土坑

A A'

A A'

1
2

3

L=161.300m

X=31200.000

Y=81341.000

0 1:50 1m

1号土坑
1．10YR3/2 黒褐色土　粘性弱　しまり疎　黄褐色火山灰(To-Nb)微量含む
2．10YR2/3 黒褐色土　粘性弱　しまり疎　
    黄褐色火山灰(To-Nb)微量、暗褐色土含む
              自然堆積か
3．10YR2/2 黒褐色土　粘性弱　しまり疎　
    黄褐色火山灰(To-Nb)微量、黄橙色火山灰ブロック(To-H)微量含む
            　人為堆積か

Ⅳ　検出された遺構と遺物

0 1m1:50

0 10m1:400

0 2m1:50

0 20m1:800

0 1:1500 50m …P6

…P21

…P43

…P16、P18 

…P15、P17

凡例追加文章

また、堆積土中の火山灰の名称は、一貫して南部浮石を To-Nb、八戸火山灰を To-H と

表記した。
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に相当する。92は貝殻端部刺突文を４段施文し、貝殻腹縁文を斜状に施文する。口縁部は山形を呈し、

口唇部と口縁部の境に沈線が巡る。Ⅱ群 b3類に相当する。59は、絡状体の側面圧痕、刺突による工字

状文様を施文する。一部貝殻腹縁押引文が施文されている。Ⅱ類ｈ群に分類した。57は RL 単節斜縄文

を器面全体に施文する。78は LR 単節斜縄文を地文とし、口唇部に粘土紐による隆帯を施す。口縁部に

は沈線を横位に施文する。87は浅鉢土器で、RL 単節斜縄文を横位に施文する。縄文時代後期の土器で

ありⅣ群に相当する。185は土製円盤で、Ⅱ c 層から出土している。

　出土した石器は、殆どが剥片・礫石器類であり、掲載するにあたり割愛した。石鏃１点、石箆１点、

石斧１点、石錘１点、台石３点を掲載した。143は石鏃で、先端部が欠損している。297は石斧であり、

両刃の刃部を持つ。薄く形成されており、楔状に似た形態である。347は台石で、表面が一部摩耗して

おり、敲打痕が見られる。石皿としても使用されていたようである。346・347は規格が大きいため、写

真図版のみの掲載とした。出土した遺物はいずれも、ⅡＡ17～ⅡＡ19グリット付近に多く集中する傾

向がある。

第32図　遺物包含層　出土遺物　①
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３　南側調査区
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第33図　遺物包含層　出土遺物　②
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Ⅳ　検出された遺構と遺物
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第34図　遺物包含層　出土遺物　③

４　遺構外から出土した遺物

　遺構外から出土した遺物は、土器101点、石器310点である。ほとんどが、竪穴住居集中地点から出

土しており、縄文時代早期の土器群である。南側調査区のⅡＡ12ｐに位置する平坦面付近から、縄文

時代早期～縄文時代後期の土器が出土している。この地点は木根が多く点在する地点でもあり、根の

抱え込みによって形成された遺物集中地点と考えられる。いずれの遺物もⅢ～Ⅴ層から出土しており、

剥片石器類が多く出土するなど、包含層とは異なる様相がうかがえる。また遺構内、遺構外から出土

する遺物については大きな時期差は見られない。

（１）縄 文 土 器

　119、120、124、128～130、138、143、151、163、179、181、184はⅠ群に相当する、白浜式土器である。119は

貝殻条痕文を施文し、不規則な文様区画体を爪型刺突文を用いて施文する。124は口縁部から底部にか

けて、横位に貝殻条痕文を施文する。器面裏はよく磨かれており、器厚はⅡ類の土器よりも厚い。128

は２段の爪型文を縦位・横位に施文する。130は、３段の爪型刺突文を横位に施文し、縦位に２段の爪

型刺突文を施文する。138は、捲れが強い４段の爪型刺突文を施文する。白浜式土器段階の１つの特徴

である。143は、口唇部に絡状体圧痕文を斜位に施文し、自縄自縛縄文を縦位に施文する。151は、３段

の爪型刺突文を施文し、直下に貝殻背圧痕文を施文する。器厚が、他の土器に比べると厚く、色調が

淡い橙色となる。

　97、105、112、119、125、126、129、135、140、148、161、162、173,179はⅡ群 a 類に相当する。97は貝殻腹縁

文を逆Ｖ字状に連続するように施文する。112は貝殻腹縁文を地文とし、２条の沈線を鉤状に施文する。

この沈線内に、沈線を斜状に施文する。148は、口縁部に貝殻腹縁文を横位に施文し、２段の爪型刺突

文を施文する。この文様体内に斜状の貝殻腹縁文による幾何学文を施しており、連続する文様体と考

えられる。また、一部隆帯と思われる粘土帯の剥落した痕跡が確認できた。２段の爪型刺突文直下に

Ｖ字状の貝殻腹縁文が施文されている。このⅤ字状貝殻腹縁文は、97と同様の施文技術でなされてい

0 2:3 3cm

s64

s63

s66

s62

※100％原寸

0 1:3 10cm

３　南側調査区
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る。159・171は148と同一個体である可能性が高い。173は３段の爪型刺突文がⅤ字状に施文され、周り

を貝殻腹縁押引文によって施文する。

　91、92、96、100～103、106～108、115、116、120、126、127、134、138、147、148、150、151～155、157～160、

164,166、168、170、171、176、178、182はⅡ群ｂ１類に相当する。99、127は１段ないし２段の爪型刺突文を

口縁部に施文し、貝殻腹縁文を横位に施文する。147は口縁部に波状貝殻文を横位に施文し、２段の爪

型刺突文を施文する。Ⅰ群土器に類似しており判断が困難であったが、口唇部の絡状体圧痕や貝殻に

よる施文などから、根井沼式土器に相当するとした。いずれも貝殻腹縁文を爪型刺突文による区画文

様体内に横位に施文する。107、170、178は２段ないし４段の爪型刺突文を口縁部に施文し、縦位に貝殻

腹縁文を施文する。171は、口縁部下位に一部貝殻腹縁押引文が施文される。116は２段の爪型刺突文を

山型口縁に沿って施文し、貝殻腹縁押引文を部分的に強弱はあるものの、口縁部下位に向けて施文す

る。また、この土器の特徴として口唇部に絡状体圧痕を斜位に施し、これに、ある程度間隔を持たせ、

絡状体圧痕を３個縦位に施文する。127は爪型刺突文を縦位に１条施文する。これらは爪型刺突文と貝

殻腹縁押引文を主体として施文している。100、101、150は爪型刺突文と、斜位の貝殻腹縁文を主体とし

ている。101は３段の爪型刺突文を数単位施文し、貝殻腹縁文を羽状に施文する。

　93は、Ⅱ群 b2類に相当する。数条の沈線を横位に施文し、沈線内側に貝殻端部刺突文を施文する。

この文様体の間に、貝殻腹縁文を縦位に施文する。

　98は、Ⅱ群 b3類に相当する。３段の貝殻端部刺突文を施文し、この文様体の間に、斜状の貝殻腹

縁文を施文する。

　94は、Ⅱ群ｃ類に相当する。口縁部に、爪型刺突文を施文し、沈線による区画文様を施文する。胴

部は斜位の貝殻腹縁文を地文とし、貝殻腹縁押引文を円形に施文し、外側に２段の爪型刺突文を施文

する。類似した土器が１号竪穴住居から出土している。

　97は、Ⅱ群ｄ類に相当する。器面には貝殻腹縁文を縦位・斜位に施文し、幾何学文を形成すると考

えられる。器面裏にも貝殻腹縁文、貝殻腹縁押引文が施文されている。３号竪穴住居から類似する土

器が出土している。

　99、109、117、124、132、133、136、137、139、142、165、180、181は文様体、調整、胎土、出土層位からⅡ群

としたものの中で、明確な判断ができなかった土器を一括してⅡ群ｆ類とした。99、124、143は縦位の

貝殻腹縁文を施文する。124は口唇部に工具による圧痕文を斜位に施文する。165は口唇直下に、短い斜

位の貝殻腹縁文を施文する。117は横位に貝殻腹縁文を施文し、口唇部に短軸絡条体圧痕を施文する。

182は、貝殻腹縁文を横位に施文し、貝殻腹縁刺突文により２条の文様区画体を施す。132は、口縁部

で口唇部に絡状体圧痕を縦位に施文し、この直下に斜状の絡状体圧痕文を施文する。

　104、110、111、128、130、141、145、146、163、175は縄文時代早期の土器であり、詳細な時期の判断がで

きないものとして、Ⅲ群とした。147は底部で、貝殻背圧痕文が器面全体に施文されている。

　167は縄文時代後期の土器でⅣ群に相当する。186は土製円盤でありⅣ層面から出土している。

（２）石 器

　石器は34点掲載した。このうち82、84、92、101の４点は写真掲載のみである。77、79、81、94、96、102は

石鏃である。77は先端と基部が欠損している。79は基部と刃部が直線状に形成される。82は剥片縁辺に

表裏から剥離を行う。103は石槍で先端が欠損する。91は掻器で、横長剥片の先端部に微細な剥離を施

す。82、88、90、97、98は石箆である。82は、両面加工で、刃部欠損を再利用したようである。88は、大型

横長剥片を使用した石器、元はトランシエ様石器か。97は、表裏面に調整剥離を施す。98は、小形縦長

Ⅳ　検出された遺構と遺物
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第35図　遺構外　出土遺物　①

剥片の先端部に、腹面側から刃部調整の剥離を施す。82は石核で、細石刃状の剥片を剥離している。71

は U フレークである。70、72、73、76、78、87、89、93、99は石斧である。75は礫器で、縁辺片側から数回打撃

を加えて刃部を形成する。円盤状礫器と想定される。85、95、100は凹石である。100には一部磨面が見ら

れ、磨石を転用したものと想定される。
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３　南側調査区
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第36図　遺構外　出土遺物　②
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第37図　遺構外　出土遺物　③
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第38図　遺構外　出土遺物　④
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第39図　遺構外　出土遺物　⑤
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第40図　遺構外　出土遺物　⑥
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第41図　遺構外　出土遺物　⑦
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第42図　遺構外　出土遺物　⑧
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第３表　土器観察表　①
掲載
番号

出土位置 出土層位 器種 分類
口唇
分類

残存部
位

外面 内面
外面色調
内面色調

焼成 備考

1
1号竪穴住居

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅰb ― 口縁部

口縁部：貝殻腹縁文(C字)→貝殻条痕文(縦位)→爪型刺突
文(１段)

ミガキ(横)
明黄褐色
明黄褐色

やや良好

2
1号竪穴住居

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅱc B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁文(C字)斜位
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)

ミガキ(横)
褐灰色
褐色

やや良好

3
1号竪穴住居

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅱc B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁文(C字)斜位
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)

ミガキ(縦)
褐灰色
褐色

やや良好

4
1号竪穴住居

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅱb3 B

口縁部
～胴部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)
口縁部：貝殻による刺突文(5段)→貝殻腹縁文(C字)→貝殻
による刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)

ミガキ(縦)
灰黄褐色
にぶい褐色

やや良好

5
1号竪穴住居

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部：貝殻腹縁文(斜位) ミガキ(縦)

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

6
1号竪穴住居

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅱb1,4 B

口縁部
～底部

口唇部：貝殻腹縁文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(3段)→貝殻腹縁文(Ｃ字)→口縁部突
頂から胴部に貝殻腹縁押引文(縦位)→貝殻腹縁文(Ｃ字)
底部：貝殻腹縁押引文(Ｃ字)

ミガキ(縦)
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

やや不良

7
1号竪穴住居

Q2
埋土上位 深鉢 Ⅰd ―

口縁部
～胴部

口唇部：爪型刺突文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)→爪型刺突文(縦位)
胴部：貝殻条痕文(横位)

貝殻によるナデ(縦)
工具によるナデ

にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

不良

8
1号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅰｇ ― 口縁部

口唇部：貝殻による圧痕文(斜位)
口縁部～胴部：貝殻条痕文(横位)

ミガキ(斜)
褐灰色

にぶい黄褐色
やや不良 修繕孔あり

9
1号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部～胴部：波状貝殻文(C字)→爪型刺突文(3段)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
明黄褐色

やや良好

10
1号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅱe ― 口縁部 口唇部～胴部：無文 ミガキ(横)

にぶい黄褐色
灰黄褐色

やや不良 裏面コゲ付着

11
1号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(C字)→爪型刺突文(2段) ミガキ(縦)

灰黄褐色
にぶい黄橙色

不良

12
1号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅱb1 A

口縁部
～胴部

口唇部：絡状体による圧痕文
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁押引文(D字)→爪型刺突文(3段)
胴部下：貝殻条痕文(横位)

ミガキ(横)
灰褐色

にぶい黄橙色
やや不良

13
1号竪穴住居

Q3
埋土上位 深鉢 Ⅱf A 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(4段)
胴部：波状貝殻文(C字)

ミガキ(横)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや不良 胴部施文：吹切沢

14
1号竪穴住居

Q3
埋土下位 深鉢 Ⅱf B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：無文

ミガキ(横)
褐灰色
褐灰色

不良

15
1号竪穴住居

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅱf B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：無文

ナデ(横)
にぶい褐色
褐灰色

不良

16
1号竪穴住居

Q4
床面直上 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部：爪型刺突文(3段)→貝殻条痕文(縦位) ミガキ(縦)

褐灰色
にぶい黄橙色

やや不良

17
1号竪穴住居

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅱb2 B 1/2残存

口唇部：貝殻背腹縁文(逆C字)
口縁部：多条沈線による区画文→区画文内を貝殻によ る
刺突文で施文(3段)
胴部：貝殻腹縁文(C字)と貝殻腹縁背押引文を交互に施文
→波状貝殻文を器面上位に施文→波状貝殻文を器面下位
に施文

ミガキ(横)
明黄褐色

にぶい黄橙色
やや不良

18
1号竪穴住居

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅱb3 ―

口縁部
～胴部

口縁部：貝殻腹縁文(斜位)→貝殻刺突文(3段)・貝殻腹縁
文(斜状)による文様体(3単位)
胴部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(横)
灰褐色

にぶい黄橙色
やや不良

19
1号竪穴住居

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅱe ―

口縁部
～胴部

口縁部～胴部：無文 ミガキ(横)
灰黄褐色
灰黄褐色

やや良好

20
1号竪穴住居
西ベルト

埋土中 深鉢 Ⅱb2 B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁文(斜位)
口縁部：多条沈線による区画文→貝殻端部による刺突文
（4段）
胴部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(縦)
灰黄褐色
灰黄褐色

やや不良

21 1号竪穴住居 埋土中 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁文(C字)→貝殻腹縁押引文(D字)

ミガキ(横)
灰黄褐色
暗褐色

不良

22 1号竪穴住居 埋土下位 深鉢 Ⅱb1 C
口縁部
～胴部

口唇部：爪型刺突文(3段)
口縁部～胴部：爪型刺突文(3段)→貝殻腹縁文(D字)→貝
殻腹縁文(C字)→爪型刺突文(5段)

ミガキ(横)
灰黄褐色
灰黄褐色

やや良好 修繕孔あり

23
2号竪穴住居

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅱb1 C 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁押引文(C字)→爪型刺突文(2段)

ミガキ(縦)
黒褐色

にぶい黄褐色
やや良好

24
2号竪穴住居

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部

胴部：貝殻腹縁文(D字)→貝殻腹縁押引文を下位に施文→
爪型刺突文(3段)

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

不良

25
2号竪穴住居

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅰｃ ― 口縁部

口唇部：縄文原体による圧痕
口縁部：貝殻刺突文(3段)→縄文(ｌｒ)による施文

ミガキ(横)
灰黄褐色

にぶい黄橙色
やや不良

26
2号竪穴住居

Q3
埋土上位 深鉢 Ⅱe ― 底部 底部：無文 ミガキ(横)

にぶい橙色
にぶい黄橙色

やや良好 乳頭状底部

27
2号竪穴住居

Q4
埋土上位 深鉢 Ⅱb4 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁押引文(C字)→爪型刺突文(3段) ミガキ(縦)

にぶい黄橙色
褐灰色

やや不良

28 2号竪穴住居 床面直上 深鉢 Ⅱh ― 胴部 胴部：貝殻条痕文(横位) ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

29 2号竪穴住居 床面直上 深鉢 Ⅱb1 ―
口縁部
～胴部

口縁部：貝殻背圧痕文
口縁部～胴部：爪型刺突文による区画→貝殻腹縁文(D字)
を縦位に施文

ミガキ(縦・横)
黒褐色
褐灰色

やや良好

30
2号竪穴住居

ベルト
埋土下位 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁押引文(D字)→爪型刺突文(3段) ミガキ？

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良 裏面炭化物付着
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第４表　土器観察表　②
掲載
番号

出土位置 出土層位 器種 分類
口唇
分類

残存部
位

外面 内面
外面色調
内面色調

焼成 備考

31
2号竪穴住居
南北ベルト

埋土下位 深鉢 Ⅱf ― 底部 底部：貝殻腹縁文(逆D字)→爪型刺突文による区画 ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや良好

32
3号竪穴住居

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅱb3 B

口縁部
～底部

口唇部：貝殻腹縁文(斜状)
口縁部：貝殻による刺突文(3段)
胴部～底部：貝殻腹縁押引文(Ｃ字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄褐色

やや良好

33
3号竪穴住居

Q2
埋土上位 深鉢 Ⅱb1 ― 3分の2

口縁部：爪型刺突文(4段)
胴部：貝殻腹縁押引文(D字)→貝殻腹縁による底部にかけ
ての刺突文(3単位)→爪型刺突文(2段)
底部：貝殻条痕文(斜位)

貝殻によるミガキ(横)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

良好

34
3号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅱb1 ―

胴部～
底部

胴部：爪型刺突文→貝殻腹縁押引文(C字・D字)
底部：無文

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや不良

35
3号竪穴住居

Q2
埋土下位 深鉢 Ⅱa C

口縁部
～胴部

口唇部：爪型刺突文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(縦位)→爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁押型文(D字)→工具による沈線の区画文
(山型)→区画沈線頂部に爪型刺突文→工具による沈線文
を区画内に充填

ナデ(横)
にぶい黄橙色
浅黄橙色

やや不良

36
3号竪穴住居

Q3
埋土上位 深鉢 Ⅱd B

口縁部
～胴部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)
口縁部：貝殻腹縁文(D字)→貝殻腹縁による刺突文(3段)を
2単位
胴部：貝殻腹縁文による区画文(縦位・斜位)→斜状区画内
を貝殻押引腹縁文で施文

口縁部：貝殻腹縁文によ
る区画文(2段)→区画内
に貝殻腹縁押引文(C字)

を施文

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

良好

37
3号竪穴住居

Q3
埋土上位 深鉢 Ⅱf C 3分の2

口唇部：絡状体による圧痕(斜位)
口縁部～胴部：貝殻による刺突文(5段)
底部：貝殻腹縁文を羽状に施文

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

良好
修繕孔あり
山型口縁

38
3号竪穴住居

Q3
埋土下位 深鉢 Ⅱb3,4 B

口縁部
～胴部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)を交互に施文
口縁部：貝殻腹縁文(D字)による区画文→貝殻による刺突
文(2段)3単位
胴部：貝殻腹縁文による山型文を施文

ナデ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

39
3号竪穴住居

Q3
埋土下位 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部

胴部：貝殻腹縁文(D字)による区画文→貝殻による刺突文
(2段)3単位→貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや不良

40
3号竪穴住居

Q4
埋土上位 深鉢 Ⅱf B

口縁部
～胴部

口唇部:貝殻腹縁文(D字)
口縁部～胴部：貝殻腹縁文(D字)

ナデ(横)
灰黄褐色

にぶい黄橙色
やや良好 修繕孔あり

41
3号竪穴住居

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅱb2 B 完形

口唇部：貝殻腹縁文(斜位)→山形口縁部に粘土貼付によ
る微隆帯(2単位)
口縁部：山型口縁直下に列点文(4単位)→貝殻腹縁文(D
字)・工具による多条沈線(2段・3段)→多条沈線による区画
内に爪型刺突文(2段)を施文
胴部：貝殻腹縁文(C字)
底部：工具による多条沈線(3段)→多条沈線による区画内
に爪型刺突文(2段)を施文→貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

良好
修繕孔あり
山型口縁

42
3号竪穴住居

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅱa ― 胴部

胴部：貝殻腹縁押型文(D字)→工具による沈線の区画文
(山型)→区画沈線頂部に爪型刺突文

貝殻条痕文(縦位)
灰黄褐色
灰黄褐色

やや良好

43
3号竪穴住居
東西ベルト

埋土上位 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部
胴部：爪型刺突文による区画文(3段)→貝殻腹縁文(D字)→
貝殻条痕文(横位)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

44
3号竪穴住居

ベルト
埋土下位 深鉢 Ⅱd B

口縁部
～胴部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)2単位波状山型口縁
口縁部：工具による円形文→貝殻腹縁文による区画文(D
字)→貝殻腹縁文による幾何学文→貝殻による区画内刺突
文(8段)
胴部：貝殻腹縁文による区画文(D字)→貝殻腹縁押引文を
区画文内に施文

貝殻腹縁文による区画
文(C字)→区画内に貝殻

押引文を施文

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

45 3号竪穴住居 埋土下位 深鉢 Ⅱa c3
口縁部
～胴部

口唇部：絡状体圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)・貝殻腹縁押引文(D字)→爪型刺突
文(3段)→沈線による区画文(斜状)

ミガキ(縦)
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

やや不良

46 3号竪穴住居 埋土下位 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻背圧痕文
口縁部：爪型刺突文(1段)→貝殻腹縁文(C字)
胴部：爪型刺突文(1段)→貝殻腹縁文(逆D字)

ナデ(横)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや不良

47
1号住居状遺構

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(C字)→貝殻腹縁押引文(Ｃ字) ミガキ(斜)

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

良好

48
1号住居状遺構

Q1
埋土下位 深鉢 Ⅱb2 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(D字)→工具による沈線文(横位) ミガキ(縦)

灰黄褐色
灰黄褐色

やや不良

49
1号住居状遺構

Q4
埋土上位 深鉢 Ⅳ C 口縁部

口唇部：絡状体圧痕文(縦位)
口縁部：貝殻腹縁圧痕文(D字)

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

不良

50
1号住居状遺構

Q4
埋土上位 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部:波状貝殻文 ミガキ(斜)

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

51
1号住居状遺構

Q4
埋土下位 深鉢 Ⅰe C 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)

ミガキ(縦)
褐灰色
褐灰色

やや良好

52
2号住居状遺構

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅳ ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(D字) ナデ(横)

褐灰色
にぶい黄橙色

やや不良

53
2号住居状遺構

Q1
埋土上位 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(D字) ナデ(縦)

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

54 2号住居状遺構 埋土下位 深鉢 Ⅱe ― 底部 底部：無文 ナデ(横)
灰黄褐色
黒褐色

不良

55 ⅡA13ｎ Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 C 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(斜位)→爪型刺突文(1段)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)

ナデ(横)
橙色

にぶい黄橙色
やや良好

56 ⅡA13ｎ Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部
胴部：貝殻腹縁文(逆D字)→爪型刺突文(3段)→貝殻腹縁
文による区画文(C字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい橙色

やや不良

57 ⅡA13o Ⅰ層直下 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻背圧痕文
口縁部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁押引文(D字)

ナデ(横)
褐灰色
浅黄色

やや不良

58 ⅡA13o Ⅱ 深鉢 Ⅳ Ａ
口縁部
～底部

口唇部：縄文原体による圧痕文
口縁部～胴部：縄文（RL）横位・縦位

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

59 ⅡA13o Ⅲ 深鉢 Ⅱf C 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部：貝殻腹縁文(Ｄ字)→絡状体による圧痕文(縦位)→
貝殻腹縁文(Ｄ字)

ミガキ(斜)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや不良

60 ⅡA13ｐ Ⅱ 深鉢 Ⅰf ― 口縁部 口縁部：貝殻腹縁文(Ｄ字)→爪型刺突文(3段) ナデ(横)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

61 ⅡA13q Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 口縁部：爪型刺突文→貝殻腹縁文(Ｃ字) 不明 淡黄色 不良 裏面欠損
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第５表　土器観察表　③
掲載
番号

出土位置 出土層位 器種 分類
口唇
分類

残存部
位

外面 内面
外面色調
内面色調

焼成 備考

62 ⅡＡ13ｑ Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻背圧痕文(斜位)
口縁部：貝殻腹縁文(Ｃ字)→爪型刺突文(4段)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色

橙色
やや良好

63 ⅡA14p Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 C 口縁部
口唇部：工具刺突文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(4段)
胴部：貝殻腹縁文(逆C字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色

浅黄色
やや不良

64 ⅡA14p Ⅴ 深鉢 Ⅰb ― 口縁部
口縁部：爪型刺突文(1段)を縦位、爪型刺突文(3段)を横位
に施文→貝殻条痕文(縦位)

貝殻によるナデ(縦)
橙色
橙色

良好

65 ⅡA14ｓ Ⅴ 深鉢 Ⅰa ― 口縁部 口縁部:爪型刺突文(3段)→貝殻背圧痕文 ナデ(横)
浅黄色

にぶい黄橙色
やや不良

66 ⅡA15s Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻による圧痕文(斜状)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(横)
にぶい橙色

にぶい黄橙色
良好

67 ⅡA15s Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体圧痕文(斜状)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁文(C字)→工具による多条沈線(縦位)

ナデ(横)
にぶい黄橙色

黄灰色
やや良好

68 ⅡA16s Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁押引文(D字)

ミガキ(横)
にぶい橙色
にぶい橙色

やや不良

69 ⅡA17s Ⅱｃ 深鉢 Ⅳ ― 胴部 地文：縄文(LR)　波状沈線を縦位に施す ミガキ(横)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや良好

70 ⅡA17ｔ Ⅱc 深鉢 Ⅳ ― 胴部 胴部：縄文(LR)→沈線による波状文 ナデ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

71 ⅡA17ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁文(D字) ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

良好

72 ⅡA17ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅳ ― 胴部
粘土による隆帯区画→隆帯区画沿いに沈線を施文→沈線
による渦巻状文様施文

ナデ(横)
浅黄橙色

にぶい黄橙色
やや不良

73 ⅡA17ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部:爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁文(D字)→ナデ(横位) ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

74 ⅡA17ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅳ ― 胴部 胴部：隆帯による区画文→隆帯に沿って工具による沈線文 ナデ(横)
浅黄橙色

にぶい黄橙色
不良

75 ⅡA17ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅰd C 口縁部
口唇部：工具による刺突文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(4段)

ナデ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい橙色

不良

76 ⅡA18ｔ Ⅱｃ 深鉢 Ⅳ ― 口縁部 地文：縄文(LR)　口縁：縄文(RL) ナデ(横)
褐灰色
浅黄色

不良 折り返し口縁

77 ⅡA18ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅳ ― 胴部
粘土による隆帯区画→隆帯区画沿いに沈線を施文→沈線
による渦巻状文様施文

ミガキ(横)
浅黄橙色
浅黄色

やや不良

78 ⅡA18ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅳ ― 口縁部 口唇部：縄文原体圧痕　地文：縄文(LR) ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

79 ⅡA18ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅳ ― 口縁部 地文：無文　橋状突起(4単位)　胴部に沈線による区画帯 ナデ(横)
浅黄橙色
浅黄橙色

不良

80 ⅡA18ｔ Ⅲ 深鉢 Ⅱa C 口縁部
口唇部：爪型刺突文(斜位)
口縁部～胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁押引文による
施文(D字)→爪型刺突文による山型？区画

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや良好

81 ⅡA18u Ⅲ 深鉢 Ⅲ A 口縁部 口唇部：絡状体による(縦位) ナデ(横)
にぶい黄橙色
浅黄橙色

不良

82 ⅡA18u Ⅲ 深鉢 Ⅳ ―
口縁部
～胴部

口縁部～胴部：縄文（RL）→沈線による波状文 ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

83 ⅡA18u Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(D字)→爪型刺突文(2列) ミガキ(横)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや良好

84 ⅡA18u Ⅴ 深鉢 Ⅱf B 口縁部
口唇部：貝殻背圧痕文
口縁部：貝殻腹縁文(Ｄ字)

貝殻条痕文(横位)
灰黄色

にぶい黄色
やや不良

85 ⅡA19ｒ Ⅱ 深鉢 Ⅳ ― 3/4残存 口縁部～胴部：縄文（RL）横位 ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

86 ⅡA19s Ⅲ 深鉢 Ⅳ ― 胴部 胴部：縄文（ＲＬ）→工具による多条沈線 ナデ(横)
灰黄褐色
褐灰色

不良

87 ⅡA19ｖ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁文(Ｄ字) ミガキ(斜)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

88 ⅡA20i Ⅳ 深鉢 Ⅱb3 B 口縁部
口唇部：貝殻腹縁文(D字)斜位
口縁部：貝殻による刺突文(4段)
胴部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(縦)
灰黄褐色

にぶい黄橙色
不良 山形口縁

89 ⅡA21ｗ Ⅴ 深鉢 Ⅱf ― 口縁部 口縁部：貝殻腹縁文(Ｃ字) ミガキ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

90 ⅡA21ｗ Ⅴ 深鉢 Ⅱe ―
胴部～
底部

胴部～底部：無文 ミガキ(縦)
にぶい黄橙色

黒褐色
やや不良

91 ⅠA20j Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部
胴部：爪型刺突文による区画(3段)→貝殻腹縁押引文(C字)
を施文

ミガキ(縦)
灰黄褐色
褐灰色

やや良好

92 ⅠA21i Ⅳ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻押引文(C字) ナデ(縦)
橙色

にぶい黄橙色
やや不良

93 ⅠA21ｊ Ⅳ 深鉢 Ⅱb2 ― 胴部
胴部：貝殻腹縁文(逆D字)→沈線による区画文(4段)→区画
内に貝殻による刺突文

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや不良

94 ⅠA22i Ⅲ 深鉢 Ⅰd B
口縁部
～胴部

口唇部：貝殻腹縁文(C字)
口縁部：沈線による区画(2条)→爪型刺突文を施文
胴部：貝殻条痕文による円形文を施文→貝殻腹縁文(D字)

ミガキ(横)
灰褐色

にぶい黄橙色
不良

95 ⅠA22k Ⅴ 深鉢 Ⅱc ― 底部
胴部:貝殻による刺突文(4段？)→貝殻腹縁文による区画(C
字)→貝殻腹縁押引文(D字)

貝殻腹縁文による区画
文(C字)→区画内に貝殻

押引き文を施文

浅黄橙色
浅黄橙色

不良

96 ⅠA23ｌ Ⅳ 深鉢 Ⅱb1 B
口縁部
～胴部

口唇部：爪型刺突文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁文(C字)

ナデ(横)
褐灰色
褐灰色

やや良好

97 ⅠA24ｌ Ⅳ 深鉢 Ⅱa ― 胴部
胴部：貝殻腹縁文(C字)による山型文→貝殻腹縁文(D字)
縦位

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好

98 ⅠA24i Ⅳ 深鉢 Ⅱb3 B 口縁部
口唇部：貝殻腹縁文(D字)
口縁部：貝殻腹縁文(D字)→貝殻腹縁による刺突文(3段)2
単位

ミガキ(横)
灰褐色

にぶい黄橙色
やや不良

99 ⅡA1ｌ Ⅲ 深鉢 Ⅱf ―
胴部～
底部

胴部～底部：貝殻腹縁文(D字) ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

100 ⅡA3k Ⅱb 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻腹縁文(D字)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや良好
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第６表　土器観察表　④
掲載
番号

出土位置 出土層位 器種 分類
口唇
分類

残存部
位

外面 内面
外面色調
内面色調

焼成 備考

101 ⅡA3ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(羽状)→爪型刺突文による区画文(3段) ミガキ(横)
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

やや良好 裏面コゲ付着

102 ⅡA4ｋ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(逆Ｄ字)→爪型刺突文(4段)縦位 ミガキ(斜)
にぶい黄褐色

橙色
やや良

好

103 ⅡA6ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(3段)→貝殻腹縁押引文(D字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

104 ⅡA6ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部：無文 ミガキ(縦)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

105 ⅡA6o Ⅲ 深鉢 Ⅱa A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)→工具による沈線幾何学文(斜
位・縦位・横位)

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

106 ⅡA6o Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部
胴部:貝殻腹縁文(C字)→貝殻による刺突文(4段)→器面全
体に貝殻条痕文(横位)

ナデ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

107 ⅡA6o Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部
胴部：貝殻腹縁文(C字)→爪型刺突文(4段)→貝殻条痕文
(横位)

ナデ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

108 ⅡA6o Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(D字)→連続爪型刺突文(1段)→ナデ(横) ナデ(横)
にぶい橙色
褐灰色

不良

109 ⅡA6o Ⅲ 深鉢 Ⅱf ― 1/2残存
胴部：多条沈線による区画文(3単位)→区画内に貝殻腹縁
文(C字)→胴部中面に羽状貝殻腹縁文

ミガキ(縦)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや良好

110 ⅡA6o Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部：無文 ミガキ(縦)
にぶい橙色
にぶい橙色

やや不良

111 ⅡA6p Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部：無文 ミガキ(縦)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

112 ⅡA7ｎ Ⅱ 深鉢 Ⅱa ― 胴部
胴部：貝殻腹縁文(D字)→工具による沈線で区画文(方
形？)→沈線区画内にの沈線(斜位)

ミガキ(縦)
黄褐色

にぶい褐色
やや良好

113 ⅡA7ｎ Ⅲ層下位 深鉢 Ⅰf ― 胴部 胴部：貝殻条痕文(横位)→爪型刺突文による区画(2段) ナデ(横)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

114 ⅡA7ｎ Ⅲ層下位 深鉢 Ⅰe ― 口縁部
口唇部:絡条体による圧痕文(斜位)
口縁部：貝殻腹縁押引文(D字)→貝殻腹縁文(逆D字)

ミガキ(横)
褐灰色
褐灰色

不良

115 ⅡA7o Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(4段)
胴部：貝殻腹縁文(D字)

ナデ(横)
灰黄褐色

にぶい黄橙色
やや不良

116 ⅡA7o Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A
口縁部
～胴部

口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部～胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁押引文(C字)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良 山型口縁

117 ⅡＡ7o Ⅲ 深鉢 Ⅱf A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(横)
褐灰色

灰黄褐色
不良

118 ⅡA7o Ⅲ 深鉢 Ⅰｇ ―
口縁部
～胴部

口縁部～胴部：貝殻条痕文(横位) ミガキ(横)
褐灰色

浅黄橙色
やや不良

119 ⅡA８ｌ Ⅳ 深鉢 Ⅱa ― 胴部
胴部：爪型刺突文(斜位)→工具による沈線を施文(縦位、斜
位)

ミガキ(横)
にぶい橙色
にぶい橙色

不良

120 ⅡA８ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻腹縁文(斜)
口縁部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁文(C字)→口縁下位
にかけて貝殻連続刺突文(5単位)

ナデ(横)
にぶい橙色
灰黄褐色

やや不良

121 ⅡA８ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅰd ― 口縁部
口唇部：工具による刺突文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)縦位→爪型刺突文(2段)横位

ミガキ(横)
にぶい褐色
にぶい橙色

やや不良

122 ⅡA8ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅰd ― 口縁部
口唇部：工具による圧痕文(斜位)
口縁部：爪型圧痕文(3段)→爪型圧痕文(2段)→爪型刺突
文(3段)→爪型刺突文(羽状)

ミガキ(横)
灰黄褐色
灰黄褐色

やや不良

123 ⅡA８o Ⅱ 深鉢 Ⅰf ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(D字状)→爪型刺突文(3段)を施文 ミガキ(縦)
橙色

にぶい褐色
やや不良

124 ⅡA８o Ⅱ 深鉢 Ⅱf C 口縁部
口唇部：工具による圧痕文(斜位)
口縁部・胴部：貝殻腹縁文(D字)

ナデ(横)
褐灰色
褐灰色

不良

125 ⅡA８o Ⅱ 深鉢 Ⅱa ― 胴部
胴部：貝殻腹縁押引文(C字)→工具による沈線幾何学文
(斜位・縦位)

ナデ(横)
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

良好

126 ⅡA8o Ⅳ 深鉢 Ⅱb1 ― 底部 底部：貝殻押引文(C字)→爪型刺突文(1段) ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

127 ⅡA8ｐ Ⅱ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：爪型刺突文(2段)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)

ナデ(横)
にぶい褐色
にぶい橙色

不良 繊維脱痕

128 ⅡA8p Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 底部 無文 ナデ(横)
橙色

褐灰色
やや不良

129 ⅡＡ8ｑ Ⅲ 深鉢 Ⅱa ―
胴部～
底部

胴部：貝殻条痕文(縦位)→多条1単位の沈線を施文
底部：貝殻腹縁文による区画文→貝殻腹縁文を施文(縦位)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

130 ⅡA9ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部：貝殻条痕文(斜位) 不明
橙色

褐灰色
やや不良 内面に炭化物付着

131 ⅡA9ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅰd ― 口縁部
口唇部：工具による背面圧痕文
口縁部：爪型刺突文(4段)

ナデ(横)
灰黄褐色
灰黄褐色

不良

132 ⅡA9ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅱf A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：絡状体による圧痕文(斜状)→爪型刺突文

ナデ(横)
灰黄褐色

にぶい黄橙色
やや不良

133 ⅡA9ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅱf B 口縁部
口唇部：貝殻背圧痕文
口縁部：貝殻腹縁文(C字)→ナデ(縦位)

ナデ(横)
褐灰色
褐灰色

やや不良

134 ⅡA9ｎ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部:貝殻腹縁文(D字)→爪型刺突文(斜位) ナデ(縦)
褐灰色

灰黄褐色
不良

135 ⅡA9o Ⅰ 深鉢 Ⅱa ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(Ｄ字)→工具による沈線(斜位) ミガキ(横)
にぶい橙色
浅黄色

やや良好

136 ⅡA9o Ⅰ 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(Ｄ字)　3段に分けて施文 ミガキ(縦)
にぶい橙色
褐灰色

不良

137 ⅡA9o Ⅲ 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部：貝殻腹縁押引文(C字) ミガキ(斜)
褐灰色

にぶい黄橙色
やや不良

138 ⅡA9p Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部:絡条体による圧痕文(斜位)
口縁部～胴部：爪型刺突文(1段)→貝殻腹縁文(逆D字)

貝殻条痕文(横位)
灰褐色

にぶい褐色
やや不良 修繕孔あり

139 Ⅲ 深鉢 Ⅱf B 口縁部
口唇部：貝殻腹縁文(斜)
口縁部：貝殻腹縁文(C字) ナデ(横)

にぶい黄橙色
にぶい橙色 良好ⅡA9p
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第７表　土器観察表　⑤
掲載
番号

出土位置 出土層位 器種 分類
口唇
分類

残存部
位

外面 内面
外面色調
内面色調

焼成 備考

140 ⅡA9ｐ Ⅲ 深鉢 Ⅱa A 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁文(C字)縦位→工具による多条沈線(2単位)
幾何学文

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良 修繕孔あり

141 ⅡA9ｑ Ⅴ 深鉢 Ⅲ ― 底部 無文 ミガキ(縦)
褐灰色

灰黄褐色
やや不良

142 ⅡA10ｎ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱf A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(縦)
灰黄褐色
褐灰色

やや良好

143 ⅡA１０o Ⅱｃ 深鉢 Ⅰｃ A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部：自縄自縛縄文(ｒｌ)横位

ナデ(横)
にぶい黄橙色
明黄褐色

良好

144 ⅡA１０o Ⅱｃ 深鉢 Ⅰa C 口縁部 口唇部：爪型刺突文(3段)→貝殻背圧痕文(斜位) ナデ(横)
にぶい橙色

にぶい黄橙色
やや良好 繊維脱痕

145 ⅡA10p Ⅱｃ 深鉢 Ⅲ ― 胴部 胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻押引文(D字) ナデ(横)
褐灰色

灰黄褐色
良好 修繕痕

146 ⅡA10p Ⅱｃ 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部:貝殻背圧痕文(縦位) ナデ(縦)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや良好

147 ⅡA10p Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 A
口縁部
～胴部

口唇部：絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部～胴部：波状貝殻文(C字)→爪型刺突文による区画
(2段)

ミガキ(横)
灰黄褐色

にぶい黄褐色
やや不良

148 ⅡＡ１０ｐ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱa ―
胴部～
底部

胴部：貝殻腹縁文(C字)→貝殻腹縁押引文を数条施文(縦
位)→口縁部に隆帯→貝殻腹縁文による区画体→文様体
下位に爪型刺突文(2段)→爪型刺突文列下位にＶ字状の
貝殻腹縁文

ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや良好

149 ⅡＡ１０ｐ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb2 C 3分の2

口唇部：工具による圧痕文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(2段)→爪型文区画内に貝殻腹縁文(C
字)→貝殻腹縁による連続刺突文(縦位)
胴部～底部：ナデ(横)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

良好

150 ⅡA10p Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文（RL）
口縁部：貝殻腹縁文(D字)→爪型刺突文(3段)

ナデ(縦)
橙色

にぶい黄橙色
良好

151 ⅡA10p Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻押引文(D字)

ナデ(横)
褐灰色
褐灰色

やや不良 修繕孔

152 ⅡA10p Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A,B 口縁部
口唇部：貝殻腹縁文(D字)→絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁押引文(C字)

ミガキ(横)
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

やや良好

153 ⅡA１０ｑ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部
胴部：爪型刺突文(4段)→貝殻腹縁文(斜位)→工具による
沈線

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

154 ⅡA１０ｑ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(4段)→貝殻腹縁文(C字)

貝殻によるミガキ(横)
灰黄褐色
灰黄褐色

やや良好

155 ⅡＡ10ｑ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：爪型刺突文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(2段)
胴部：貝殻腹縁文(逆D字)→爪型刺突文による区画文

ミガキ(横)
黒褐色
褐灰色

やや不良

156 ⅡA10ｒ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：爪型刺突文→貝殻腹縁文(C字)→爪型刺突文(斜状) ナデ(横)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

やや不良

157 ⅡA10ｒ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部：爪型刺突文→貝殻腹縁文(C字)→貝殻条痕文(斜状) ナデ(横)
灰白色
淡黄色

良好

158 ⅡA10ｒ Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁押引文(D字)

ナデ(横)
灰黄褐色

にぶい黄橙色
やや不良

159 ⅡA11o Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部：爪型刺突文(斜位)
口縁部：貝殻腹縁文(D字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄褐色

やや不良

160 ⅡA11ｐ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻背圧痕文
口縁部：爪型刺突文(3段)→工具による沈線(縦位)→貝殻
背圧痕文

ナデ(横)
にぶい橙色

にぶい黄橙色
やや不良

161 ⅡA11ｐ Ⅱｃ 深鉢 Ⅱa ― 胴部 胴部:貝殻腹縁文(C字)→工具による多条沈線(縦位) ナデ(横)
にぶい黄橙色

褐灰色
やや不良

162 ⅡA11ｐ Ⅲ 深鉢 Ⅱa ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(Ｄ字・C字)→工具による沈線(縦位) ナデ(横)
灰褐色

灰黄褐色
やや不良

163 ⅡA11ｐ Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 底部 底部：貝殻押引文(逆C字) ミガキ(縦)
橙色

にぶい黄橙色
やや良好

164 ⅡA11p Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A,B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁文(D字)→絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：貝殻腹縁押引文(C字)→貝殻腹縁文(C字)を斜状に
施文

ミガキ(横)
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

やや良好

165 ⅡＡ11ｑ Ⅰ 深鉢 Ⅱf B 口縁部
口唇部：貝殻による圧痕文(斜位)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)→貝殻腹縁文(D字)

ミガキ(横)
にぶい橙色
浅黄色

やや良好

166 ⅡＡ11ｑ Ⅱ 深鉢 Ⅱb1 B 口縁部
口唇部：貝殻のによる圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(2単位)→貝殻押引文(逆C字)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

167 ⅡA11q Ⅱｃ 深鉢 Ⅳ ― 胴部 胴部：縄文(RL)横位 ナデ(横)
にぶい橙色

にぶい黄褐色
やや不良

168 ⅡA11q Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕(斜状)
口縁部：爪型刺突文(3段)
胴部：波状貝殻文→多条沈線による区画文(2条)→区画内
に斜状沈線を施文

ナデ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良

169 ⅡA11q Ⅱｃ 深鉢 Ⅱa ― 胴部
胴部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁押引文(逆C字)→爪型
刺突文(2段)を斜状に施文

ミガキ(縦)
にぶい黄色
黄灰色

不良

170 ⅡA11q Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部

口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：爪型刺突文(4段)
胴部：貝殻腹縁押引文(C字、逆C字)交互に施文→貝殻条
痕文を器面全体に施す

ミガキ(横)
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

やや良好 修繕孔あり

171 ⅡA11q Ⅲ 深鉢 Ⅱa B 口縁部

口唇部：貝殻腹縁による刺突文(C字)
口縁部：爪型刺突文(1段)→貝殻腹縁文(横位)
胴部：爪型刺突文(1段)→貝殻腹縁文(横位)→工具による
沈線幾何学文(2単位)

ミガキ(横)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

やや不良
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第８表　土器観察表　⑥

����) ���) ����) �部���) �部���) ���)

1 �
�号����

Q1 �土�位 �� �� ���� ����� 3.7 2.3 8.7 ― ― 5.8

2 � �
�号����

Q2 �土�位 �� �� ���� ����� 2.8 1.4 0.5 ― ― 1.8

3 � �
�号����

Q3 �土�位 �� �� ���� ����� �����) ���� 0.43 ― ― 0.9 ��部��

4 �
�号����
����� �土�位 �� �� ���� ����� 2.5 1.3 4.8 ― ― 1.2

5 �
�号����
��内土� �土� �� �� ���� ����� ��� 2.5 1.3 ― ― ����

� � �
�号����

Q1 �土�位 �� �� ���� ����� �����) 2.37 1.5 ― ― 11.8 ��部��

7 �
�号����

Q2 �土�位 �� �� ���� ����� ��) 2.5 0.88 ― ― 7.91 �����

8 � �
�号����
����� �土�位 �� �� ���� ����� ����) 1.2 4.4 ― ― 0.9 ��部��

9 � �号���� �土� �器 �� ���� ����� 3.34 ���� 0.92 3.1 �� 10.19

10 � �
�号����

Q4 �土�位 �� �� ���� ����� 4.2 3.5 1.3 2.7 44 14.9

11 �
�号����

Q2 �土�位 ����� �� ���� ����� 4.3 3.4 0.83 ― ― 8.08

12 � �
�号����
��内土� �土� ����� �� ���� ����� �����) 1.29 0.4 ― ― 1.3 �部��

13 � �
�号����
��内土� �土� ����� �� ���� ����� 2.14 1.09 0.38 ― ― 0.8 ��部�部��

14 �
�号����
��内土� �土� ����� �� ���� ����� 3.97 2.05 0.82 ― ― ��� ��部�部��

15 � �
�号����

Q3 �土�位 �� �色�� ���� ����� 5.52 3 0.98 2.3 �� 23.1 �部����部�����

�� � �
�号����

Q1 �土�位 �� �� ���� ����� 10.08 4.33 2.24 3.325 74 153.5

17 � �
�号����

Q4 �土�位 �� �色�� ���� ����� 8.3 4.9 1.5 4.5 58.5 109.3

18 � �
�号����
����� �土�位 �� �� ���� ����� ���� 3.08 0.99 2.4 42 25.8

19 �
�号����
����� �土�位 �� �色�� ���� ����� 3.9 2.52 0.8 2.4 ���� 7.87 �型�����������

20 � � �号���� �土�位 �� �色�� ���� ����� ����) 2.8 ��� ����) 51 7.5 �型��������

21 �
�号����

Q4 �土�位 �� �� ����
�������

����
4.95 4.55 4.41 ― ― 74.8

22 � �
�号����

Q4 �土�位 �� ��� ���� ������ 14.4 ��� 7.4 ― ― ������

23 � �
�号����

Q4 �面�� �� �� ���� ����� 10.1 7.2 3 ― ― 331.8 ���面��に���いる

24 � � �号���� �土� �� �色�� ���� ����� 4.57 1.07 0.45 ― ― 1.9

25 � �
�号����

Q2 �土�位 �� �� ���� ����� 2.7 7.9 3.7 ― ― 0.74 �型���、�������

�� �
�号����

Q3 �土� �� �色�� ���� ����� 5.8 4.2 0.85 4 �� 30.07

27 � �
�号����

Q2 �土�位 �� �� ���� ����� 10.2 9 4.2 ― ― 552.2 �面に�痕

28 � �
�号����

Q2 �土�位 �� �� ���� ����� 11.5 9.4 3.95 ― ― ����� �面に�痕

29 � �
�号����

Q3 �土�位 �� �� ���� ����� 10.9 8.45 4.9 ― ― ����� �面に�痕

30 � �
�号����

P4 �土� �� �� ���� ����� 14.3 5.25 7.3 ― ― 801.2 ������部��

�����位�ｃ�、���)��存�掲載
番号

備考出土層位 �� ��
��
��

��
��

器種���

掲載
番号

出土位置 出土層位 器種 分類
口唇
分類

残存部
位

外面 内面
外面色調
内面色調

焼成 備考

172 ⅡA11q Ⅲ 深鉢 Ⅱf ― 胴部 胴部：爪型刺突文(3段) ミガキ(縦)
にぶい黄褐色
にぶい黄褐色

良好

173 ⅡA11q Ⅲ 深鉢 Ⅱa ― 胴部
胴部：爪型刺突文による施文(V字状)→貝殻腹縁押引文に
よる施文(C字、逆C字)

ミガキ(縦)
灰黄褐色
褐灰色

やや良好

174 ⅡA11r Ⅲ 深鉢 Ⅰd A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(斜位)
口縁部：爪型刺突文(2段)

ナデ(横)
にぶい黄橙色

橙色
不良

175 ⅡA12o Ⅲ 深鉢 Ⅲ ― 胴部 口縁部：貝殻腹縁文(Ｄ字)→貝殻腹縁文(Ｃ字)斜位 ミガキ(横)
灰黄褐色
灰黄褐色

不良

176 ⅡA12p Ⅱｃ 深鉢 Ⅱb1 ― 胴部 胴部:貝殻腹縁文(C字)→爪型刺突文(3段) ミガキ(縦)
浅黄橙色

にぶい黄橙色
やや不良

177 ⅡA12p Ⅱｃ 深鉢 Ⅰe ― 胴部 胴部：貝殻腹縁文(逆C字)→爪型刺突文(2段) ミガキ(縦)
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

不良

178 ⅡA12p Ⅲ 深鉢 Ⅱb1 C 口縁部
口唇部：工具による背面圧痕文
口縁部：爪型刺突文(2段)→貝殻腹縁文(逆D字)

ナデ(横)
浅黄橙色

にぶい黄橙色
良好

179 ⅡA12ｑ Ⅱ 深鉢 Ⅱa ― 胴部 胴部:貝殻腹縁文(C字)→工具による多条沈線(縦位) ナデ(縦)
にぶい黄橙色
灰黄褐色

良好

180 ⅡA12ｒ Ⅱc 深鉢 Ⅱｆ A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：貝殻腹縁文(D字)

ナデ(横)
浅黄橙色

にぶい黄橙色
やや不良

181 ⅡA12ｒ Ⅴ 深鉢 Ⅱｆ A 口縁部
口唇部：絡状体による圧痕文(縦位)
口縁部：貝殻腹縁文(C字)

ミガキ(横)
褐灰色

にぶい黄橙色
良好

182 ⅡA12ｓ Ⅴ 深鉢 Ⅱb1 A 口縁部
口唇部:絡条体による圧痕(縦位)
口縁部：爪型刺突文(3段)→貝殻腹縁文(C字)

ナデ(横)
にぶい黄橙色

橙色
やや不良

第９表　石器観察表　①
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第10表　石器観察表　②

長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 刃部幅(㎝) 刃部角(㎝) 重量ｇ)

31 ○ ○ 2号竪穴住居 埋土下位 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 10.4 6.5 3.7 ― ― 358.2 全面に擦痕

32 ○ ○ 2号竪穴住居 床面直上 磨石 花崗閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 12.45 4.25 6.7 ― ― 505 特殊磨石　一部欠損

33 ○ ○ 2号竪穴住居 床面直上 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 17.55 4.8 7.8 ― ― 900.9 特殊磨石　一部欠損

34 ○ ○ 2号竪穴住居 床面直上 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 11.2 9.2 5 ― ― 776.5 全面に擦痕

35 ○ ○ 2号竪穴住居 床面直上 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 11.4 8.5 4 ― ― 533.4

36 ○ ○ 2号竪穴住居 埋土中 磨石 ヒン岩 北上山地 中生代白亜紀 12.4 7.35 2.5 ― ― 386.9 全面に擦痕

37 ○ ○ 2号竪穴住居 埋土中 磨石 石英斑岩 北上山地 中生代白亜紀 13.9 6.7 9.25 ― ― 1075.6 特殊磨石　一部欠損

38 ○ ○ 2号竪穴住居 埋土上位 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 7.6 5.1 2.3 ― ― 141.5

39 ○
3号竪穴住居

Q3 埋土下位 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 (1.9) 1.3 0.45 ― ― 5.51 先端部欠損

40 ○ ○
3号竪穴住居

Q4 埋土下位 石錐 頁岩 北上山地 中生代前期 4.7 2.4 0.94 ― ― 2.7 先端部欠損

41 ○
3号竪穴住居

Q3 埋土下位 石槍 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 (2.5) 1.63 0.65 ― ― 2.7 先端部欠損

42 ○
3号竪穴住居

Q2 埋土下位 削器 頁岩 北上山地 中生代前期 6.2 3 1.5 5 85 32.3

43 ○ 3号竪穴住居 埋土上部 石斧 凝灰岩 北上山地 中生代前期 5.15 4.5 1.57 42.5 一部抉りあり

44 ○ ○
3号竪穴住居

Q2 埋土下位 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 14.2 7.4 7.4 ― ― 840.2 特殊磨石

45 ○ ○
3号竪穴住居

Q2 埋土下位 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 16 5.9 6.3 ― ― 820.7 特殊磨石

46 ○ ○
3号竪穴住居

Q3 床面直上 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 9.9 9.5 4.2 ― ― 586.2

47 ○ ○
3号竪穴住居

Q4 床面直上 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 11.07 8.2 4.9 ― ― 693.36

48 ○ ○
3号竪穴住居

Q4 床面直上 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 11.2 9 4.54 ― ― 696

49 ○ ○ 3号竪穴住居 埋土下位 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 9.5 8.2 3.8 ― ― 428.9

50 ○ ○
3号竪穴住居
東西ベルト 埋土下位 磨石 砂岩 北上山地 中生代前期 9.7 8.9 3.8 ― ― 47.89

51 ○ ○
3号竪穴住居
南北ベルト 埋土下位 石皿 花崗閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 38.2 33.4 6.53 ― ― 64.6

52 ○ ○
3号竪穴住居
南北ベルト 埋土下位 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 5.8 4.8 1.3 ― ― 34.76

53 ○
1号住居状遺

構Q４ 埋土上位 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 4.57 1.07 0.45 ― ― 1.54

54 ○ ○
2号住居状遺

構 埋土上位 石箆 頁岩 北上山地 中生代前期 3.54 2.88 5.85 3.01 60 5.68

55 ○ ○
3号住居状遺

構Q４ 埋土上位 石鏃 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 (1.96) 1.28 5.7 ― ― 1.4

56 ○ ○
3号住居状遺

構 埋土上位 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 2.9 1.2 3.3 ― ― 1.4

57 ○ ○
3号住居状遺

構Q1 埋土上位 石斧 砂岩 北上山地 中生代前期 8.29 4.01 1.42 3.7 57 88.1 刃部一部が摩耗

58 ○ ○
3号住居状遺

構Q2 埋土上位 石斧 砂岩 北上山地 中生代前期 (8.8) 8.5 3 8.2 77 387.9

59 ○ ⅡＡ12ｎ Ⅲ層 礫器 砂岩 北上山地 中生代前期 7.46 6.28 3.47 ― ― 337

60 ○ ⅡＡ13o Ⅲ層 凹石 砂岩 北上山地 中生代前期 (10.79) (8.30) 3.14 ― ― 337 石皿の転用品

61 ○ ⅡA13ｐ Ⅱ層 石斧 砂岩 北上山地 中生代前期 8.514 4.883 2.153 4.63 71 128.76

62 ○ ○ ⅡＡ13ｑ Ⅱｃ層 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 2.57 1.3 4.88 ― ― 0.74

63 ○ ○ ⅡＡ１３ｓ Ⅴ層 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 5.9 5.1 1.75 ― ― 81

64 ○ ○ ⅡＡ16ｓ Ⅱｃ層 石斧 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 3.35 3.6 25.3 3.6 44 16.9 頭部欠損、楔の可能性？

65 ○ ⅡＡ18ｕ Ⅳ層 石斧 砂岩 北上山地 中生代前期 (6.39) 4.18 3.03 119.66 石斧頭部破片 大型石斧

66 ○
○
３面

ⅡＡ19U Ⅴ層 石核 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 4.5 2.35 2.4 ― ― 25.3

67 ○ ⅡＡ19u Ⅴ層 台石 花崗閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 21 12.2 6.7 ― ― 2812.6

68 ○ ⅡＡ20ｔ Ⅲ層 石斧 砂岩 北上山地 中生代前期 (5.80) 5.24 4.03 4.38 80 189.44 頭部欠損　刃部側破片

69 ○ ⅠＡ18ｉ Ⅲ層 石斧 かんらん岩 北上山地 中生代白亜紀 13.196 5.223 2.574 5.2 75 273.29

70 ○ ○ ⅠＡ20i Ⅳ層 ｕフレーク 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 1.98 1.12 0.47 ― ― 4.7

71 ○ ○ ⅠA20ｊ Ⅴ層上面 石斧 頁岩 北上山地 中生代前期 8.2 5.2 1.8 ― ― 98.4

72 ○ ○ ⅠＡ21ｈ Ⅳ層 石斧 ヒン岩 北上山地 中生代白亜紀 12.4 5.7 2.3 ― ― 233.2

73 ○ ○ ⅠA25ｊ Ⅳ層 トランシェ様石器 頁岩 北上山地 中生代前期 6 3.75 1.195 ― ― 2.1

74 ○ ○ ⅠＡ25ｋ Ⅱ層 礫器 砂岩 北上山地 中生代前期 9.6 9 3.62 ― ― 12.5 円盤状礫器

75 ○ ○ ⅡＡ１ｊ Ⅴ層 石斧 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 5.926 2.785 0.773 ― ― 17.74

76 ○ ○ ⅡＡ２ｍ Ⅳ層 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 (3.2) 1.2 5.3 ― ― 2.1

77 ○ ○ ⅡＡ２ｎ Ⅱ層 石斧 ヒン岩 北上山地 中生代白亜紀 11.74 5.65 2.62 3.5 52 246.24 亀の子型石斧

78 ○ ○ ⅡＡ４o Ⅳ層 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 2.26 1.9 0.43 ― ― 1.53

79 ○ ○ ⅡＡ5ｎ Ⅲ層 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 5.62 4.7 1.5 ― ― 62.8

80 ○
○
３面

ⅡＡ5o Ⅲ層 石核 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 4.5 3.2 2.3 ― ― 33.36

掲載
番号

実測
図版

写真
図版

遺構名 出土層位 器種 石質 産地
計測値（単位はｃｍ、ｇ）()は現存長

備考
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Ⅳ　検出された遺構と遺物

第11表　石器観察表　③

長さ(㎝) 幅(㎝) 厚さ(㎝) 刃部幅(㎝) 刃部角(°) 重量ｇ)

81 ○ ○ ⅡＡ６ｐ Ⅲ層 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 4.53 1.2 4.56 ― ― 2.47

82 ○ ○ ⅡＡ７ｏ Ⅲ層 石箆？ 頁岩 北上山地 中生代前期 5.323 3.578 1.435 2.5 69 37.3

83
○
３面

ⅡＡ７ｏ Ⅲ層 敲石 頁岩 北上山地 中生代前期 5.2 5 4 ― ― 147.95

84 ○ ⅡＡ７ｏ Ⅲ層 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 8.65 4.85 1.46 ― ― 104.7

85 ○ ○ ⅡＡ７ｐ Ⅲ層 凹石 花崗閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 (8.90) 7 4.01 ― ― 331.27

86 ○ ○ ⅡＡ７ｐ Ⅲ層 石皿 砂岩 北上山地 中生代前期 11.5 8.55 5.3 ― ― 825.86

87 ○ ○ ⅡＡ８ｏ Ⅱ層 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 6.95 4.9 2.2 ― ― 108.27

88 ○ ○ ⅡA９ｍ Ⅲ層 石斧 緑色頁岩 北上山地 中生代前期 6.88 3.79 1.8 3 62 56.7

89 ○ ○ ⅡＡ９ｎ Ⅲ層 石箆 頁岩 北上山地 中生代前期 5.47 2.1 1.05 1.8 53 13.3 短冊形

90 ○ ○ ⅡＡ９ｐ Ⅲ層 掻器 砂岩 北上山地 中生代前期 5.7 3.8 1.78 2.5 66 49.85

91 ○ ○ ⅡＡ９ｐ Ⅱｃ層 石斧 ヒン岩 北上山地 中生代前期 8.21 4.25 1.82 3.5 70 84

92 ○ ○ ⅡＡ９ｑ Ⅱｃ層 石箆 頁岩 北上山地 中生代前期 9.2 3.86 1.36 3.5 53 50

93 ○ ○ ⅡＡ10ｎ Ⅲ層 石錘 砂岩 北上山地 中生代前期 5.8 3.55 1.1 ― ― 37.9

94 ○ ○ ⅡＡ10ｐ Ⅲ層 削器 頁岩 北上山地 中生代前期 8.32 4.75 1.78 6.86・7.16 49 46.6

95 ○ ○ ⅡＡ１０ｐ Ⅱｃ層 石錘
ホルンフェル

ス
北上山地 中生代前期 8 6.4 2.5 ― ― 180.6 頁岩か中生代白亜紀に熱変成

96 ○ ⅡＡ10ｑ Ⅱｃ層 削器 頁岩 北上山地 中生代前期 3.6 3.48 0.8 3.54 34 10.4 縁辺の一部が摩耗

97 ○ ○ ⅡＡ10ｒ Ⅱｃ層 石斧 ヒン岩 北上山地 中生代白亜紀 9.57 4.6 2.2 5.2 37 128.1

98 ○ ○ ⅡA11o Ⅲ層 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 2.87 1.13 0.5 ― ― 1.5

99 ○ ○ ⅡＡ11ｐ Ⅴ層 凹石 花崗岩 北上山地 中生代白亜紀 9 6.5 4.9 ― ― 339.65

100 ○ ○ ⅡＡ11ｑ Ⅱ層 石鏃？ 頁岩 北上山地 中生代前期 (2.4) 1.4 0.5 ― ― 2 先端部欠損

101 ○ ○ ⅡＡ11ｑ Ⅱ層 石箆 頁岩 北上山地 中生代前期 7.12 3.78 1.76 3.03 57 60.6

102 ○ ○ ⅡＡ11ｒ Ⅲ層 石箆 頁岩 北上山地 中生代前期 4.87 3.21 1.5 2.84 60 21.4

103 ○ ○ ⅡＡ11ｒ Ⅲ層 石斧 頁岩 北上山地 中生代前期 10 4.7 1.69 4.5 49 86.6

104 ○ ○ ⅡＡ12ｎ Ⅲ層 凹石 砂岩 北上山地 中生代前期 11.74 7.24 3.87 ― ― 313.96 石皿の転用品

105 ○ ⅡＡ12ｎ Ⅲ層 石皿 砂岩 北上山地 中生代前期 12.2 8.9 3.2 ― ― 522.2

106 ○ ○ ⅡＡ12ｐ Ⅲ層 石鏃 頁岩 北上山地 中生代前期 4 1.23 0.54 ― ― 2.4

107 ○ ○ ⅡＡ12ｓ Ⅱｃ層 石槍 頁岩 北上山地 中生代前期 (4.2) 2.4 1.2 ― ― 12.5 先端部欠損

掲載
番号

実測
図版

写真
図版

遺構名 出土層位 器種 石質 産地
計測値（単位はｃｍ、ｇ）()は現存長

備考

掲載
番号 出土位置 出土層位 器種 文様

表面色調

裏面色調
焼成 備考

183
1号竪穴住居

北ベルト
埋土下位 粘土塊 - 浅黄橙色 - 両面指紋あり

184
1号竪穴住居

Q1
埋土上位 粘土塊 - にぶい黄橙色 - 工具痕あり

185 ⅡA18u Ⅱｃ 土製円盤 縄文(RL)
にぶい黄橙色

灰黄褐色 やや不良

186 ⅠA25ｌ Ⅳ 土製円盤 縄文(LR)横位
にぶい黄橙色

灰黄褐色 やや不良

第12表　土製品観察表
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Ⅴ　総　　　括

１　出 土 土 器

　今回掲載した縄文土器は、182点である。その殆どが、縄文時代早期の爪型刺突文・貝殻腹縁文を主

体としたものであり、所謂寺の沢式土器群に位置づけられる土器である。また、この土器群に併行も

しくは先行する根井沼式土器群、これらの土器群に先行する白浜式土器群といった土器も出土してい

る。これらの土器群について、竪穴住居跡に堆積した To-Nb 層を基準として、層位を上位下位に分類

し、文様構成や、出土状況について簡単にまとめ、外屋敷ⅩⅨ遺跡の位置付けを試みる。

（１）　土 器 の 傾 向

【白浜式相当土器群】

　Ⅰ群がこれにあたる。１、７、８は１号竪穴住居から、25は２号竪穴住居から出土している。１は

１段ないし３段の爪型刺突文を施文し、器面両面に貝殻条痕文を施文する。７は口縁部に２段ない

し３段の爪型刺突文を施文する。８は To-Nb 層下位から出土している。口縁部片で、貝殻条痕文を器

面全体に施す。25は、口縁部に２段の爪型刺突文を施文し、直下に縄文を施文する。原体については、

判別が困難である。Ⅱ群の土器の文様体は口縁部上位に集中して施文され、胴部～底部にかけてはミ

ガキを施す。また、南部浮石層上位～Ⅳ層面から出土するものが殆どであり、遺構内出土数は少ない。

【根井沼式相当土器群】

　Ⅱ群 a 類がこれにあたる。主体となる文様が斜位・縦位の貝殻腹縁文であるなど、基本的には寺の

沢式土器の段階と類似する要素が非常に多く、口縁部を中心として、沈線または貝殻腹縁文によって

幾何学文を施文する。　

　１号竪穴住居から12、２号竪穴住居から23、３号住居から35、45が出土しており、To-Nb 下層の暗

褐色土層から出土している。いずれも数段の爪型刺突文により文様体を区画し、貝殻腹縁文・貝殻腹

縁押引文を区画内に施文する。これに、数条の沈線による幾何学文を施文する。遺構外から出土する

多くの破片資料はⅡｃ～Ⅲ層面で出土している。寺の沢式段階と比較すると、貝殻腹縁文による施文

は器面全体に広がるわけではなく、最大で土器器面全体の３分の２を文様体が占めるにとどまる。ま

た、沈線・爪型刺突文により区画体が形成されるが、区画体直下から胴部にかけては無文である。

【寺の沢式相当土器群】

　17は１号竪穴住居、41は３号竪穴住居から出土している。これらはⅡ群b2類に相当する土器である。

地文は、縦位・斜位からなる貝殻腹縁文であり、数条の沈線を施文したのち、貝殻端部刺突文を沈線

の間に施文する。22は、４、18は１号竪穴住居跡、32は２号竪穴住居跡から出土している。32は埋土上位

から出土しているが、壁面周辺の To-Nb を含んだ暗褐色土中から出土しており、一部木根の影響によっ

て埋土ごと土器が持ち上がった可能性が高い。６は１号竪穴住居、38は３号竪穴住居から出土してい

る。文様区画体を貝殻腹縁文を用いて沈線と類似した区画体を形成する。６は胴部と底部の文様体を

区画しており３条の貝殻腹縁文を横位に施文する。38は口縁部に一条２本からなる貝殻腹縁文を４条

施文し、この間に貝殻端部刺突文を施文する。残存状態が良好なものは、いずれも To-Nb 層下の埋土

中から出土している。
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（２）　出 土 状 況

　これらの土器の遺構内からの出土例を見ると、遺構内・遺構外ともに堆積した To-Nb 層の上層から

は白浜式相当土器群が多く出土し、下層からは寺の沢式土器群が多く出土している。

　白浜式土器群について、To-Nb 層上位から出土しているが、これは硬化したⅣ層面に接する層位で

もあり、この層には、縄文時代早期中葉の土器が混在している。この様な出土状況は、Ⅳ層土と自然

の流れ込み作用により堆積したためであると考えられる。根井沼・寺の沢式土器群については、前述

したように、To-Nb 層下層の堆積土中から出土しており、層位的に双方については明確な時期差が見

られない。このような出土状況も見られるが、外屋敷ⅩⅨ遺跡から出土した大半の土器の位置付けは、

白浜式土器群→根井沼式土器群→寺の沢式土器群（寺の沢式土器への漸移段階）→

寺の沢式土器群→ To-Nb（南部浮石）の降下もしくは水性堆積→Ⅳ層面の発達（自然堆積）

となり、現在提唱される東北地方北部の縄文土器編年に概ね沿う形であると想定される。また、この

土器分類に際して、大きな土器型式区分を行ったが、白浜式土器段階に続く小船渡式土器段階に類似

する土器も出土している。さらに、今回出土した41は、胴部の文様体は寺の沢式土器段階のものとみ

られるが、口縁上部にみられる縦位の列点文と、口唇部直上の３単位の粘土瘤など、寺の沢式土器が

多く出土する八戸市周辺では類例がない、独自の装飾が施された土器であると想定される。このよう

に未だ不明な点が多いため、これらの土器の位置付けや、前後関係も含めて、今後検証の余地が大い

にあると考える。

２　出 土 石 器

　石器は全体的にみて、剥片石器が非常に少なく、完形品も少なかった。また出土した石器は何れも

To-Nb 層中もしくは To-Nb よりも下層から出土しており、そのほとんどが縄文時代早期に位置づけら

れ、時期的な特徴を持つ石器が出土している。それらについて、簡単にまとめたいと思う。

　出土した石鏃は、大別すると、有形・無形に分類することができる。無茎の石鏃には、縦長の形状

をとるものが見られ、表裏とも丁寧に仕上げられ、基部よりも先端が厚みをもって作られている。縄

文時代早期に位置づけられる、長脚鏃等は見られなかった。

　石錘は遺跡内でも特に多く出土しており、掲載できなかったものも含めると計43点にのぼる。殆ど

が川原石であり、周辺の河川の石を加工していると想定される。

　石斧については、擦切石斧とみられる石器が３号住居状遺構から出土している。北海道や青森県の

縄文時代早期にみられる形状の石斧であり、一部が欠損しているためか、刃部のみが出土している。

厚さや、刃部幅からもいずれも小型であり、縦長であると想定される。この他にも、石箆やトランシェ

様石器・石核が出土している。

　前述した石器等の石材は、剥片石器では頁岩、緑色頁岩が多く使用されている。礫石器類では、砂

岩系統の石質が多い中で、石皿や台石としたものに板状で脆い砂岩を使用しているものがある。遺

跡周辺にはその露頭もないことから、10ｋｍ以上離れた石材産出地点から運搬していたと想定される。

また、製品化していないが、奥羽山系の凝灰岩が２点あり他所から搬入していることが窺える。
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３　検 出 遺 構

【竪穴住居】　

　今回の調査では３棟の竪穴住居跡を確認した。いずれも、残存状態が良好であり、南側調査区西側

に広がる緩斜面の平坦部に立地している。これらの竪穴住居跡には、To-Nb 層が形成されており、い

ずれも埋土上層から確認している。平面形にはばらつきがあり、隅丸方形、円形、楕円形となっている。

住居の壁面は判別が困難であったが、１号・２号竪穴住居跡は、埋土を掘削した際に、壁面に To-H

火山灰を掘り込んだ形跡が確認できたため、おおよそその範囲を判別することができた。３号竪穴住

居については、底面の一部が硬化し、柱穴等の床面施設が確認できた地点までを床面とし、含有物や

土質等で壁面の判断を行ったため、実際の遺構の形状はつかめなかった。柱穴は、各住居ごとに、３

本、４本、８本と同時期ながら統一性は見られなかった。また、縄文時代早期の竪穴住居跡に特徴的

な壁柱穴は、いずれの竪穴住居跡からも確認することができなかった。炉については１号竪穴住居か

ら確認されている。焼土は非常に薄く、炭化物が少量ではあるが周辺に散っている。使用頻度の少な

い地焼炉と想定される。

【住居状遺構】

　３基確認しており、いずれも南側調査区で確認している。竪穴住居とは違い、To-Nb 層の形成が形

成されない、もしくは不鮮明なものや、床面施設が確認できなかった。遺構内から出土した遺物には、

掲載していないが、小剥片が多く、石核なども出土しているため、石器等を作成した窪地もしくは、

流れ込みによる自然堆積と想定される。

【土坑】

　陥し穴状土坑３基を北側調査区から、土坑１基を南側調査区から確認した。陥し穴については、溝

状２基、円形１基と形状がこれらの土坑や周辺からは遺物や、To-Nb といった時代を判別するものが

確認できなかったため、明確な時代については不明である。南側調査区で確認した土坑は、底面が方

形であり、非常に硬化したⅣ層を掘り抜いている。また、埋土の主体は黒褐色土であり、最下面に堆

積している黒色土中に人為堆積によるⅣ層土ブロックが堆積しているため、縄文時代よりも比較的新

しい時代の土坑である可能性が想定される。

【焼土遺構】

　３基確認しており、いずれも包含層の広がる南斜面地手前に並ぶようにして点在する。２号焼土遺

構には尖底土器を一部埋設し、地面に固定したとされる痕跡を、焼土が堆積していた状態で検出した。

他の焼土遺構については、焼土面が非常に薄く、明確な使用状況が不明である。いずれも炭化物を多

く含む層が周辺に広がっているため、ある程度、浅い土坑状に地面を掘り、土器を自立させるために

底部を埋設し、その上で焼成を行った可能性があるが、焼土層の薄さや、焼土範囲の狭さ等から考え

ると長期的に使用していた可能性は低いと想定される。これは１号住居内の炉跡と類似する部分であ

る。これらの焼土遺構は、単独で点在しており、連結するような所詮蛸坪型ではないようであり、繰

り返し使用した痕跡は確認することができなかった。また、焼成の際に、被熱する底面部分に変色や

焼成に伴う被熱硬化面が確認できなかったため、炉としての可能性を残しつつも、明確な用途につい

て不明であると考えられる。
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【包含層】

　南側調査区南端斜面地に広がる包含層は、Ⅱｃ層上面から縄文時代後期の遺物、その下層面から縄

文時代早期の遺物が出土している。包含層とするⅡｃ層は、一部が近代造成により削平・攪乱されて

おり、To-Nb 層を含まない埋土中からも、早期と後期の土器が伴出する地点がある。また、南側調査

区南端部斜面下からは、縄文時代早期の土器が、縄文時代後期の土器に比べて、広範囲に少量流入し

ているようである。このような土器の出土量からも、遺物包含層が発達したのは縄文時代後期からと

想定される。

４　お わ り に

　今回調査を行った外屋敷ⅩⅨ遺跡は、岩手県内でも事例の少ない縄文時代早期中葉の、寺の沢式土

器段階にあたる集落遺跡である。竪穴住居跡等の遺構は、残存状態が良好であり、堆積土中に To-Nb

の層が形成されるなど、土器以外の時代の指標が明確に残されていた。また、白浜式土器が遺構内に

堆積する To-Nb 層の上面から出土する状況を、流れ込みと想定するならば、周辺にさらに古い段階の

遺跡が点在している可能性が窺えた。

　遺跡の所在する侍浜町周辺地域では、同時期の土器は確認されているが、遺構は検出していないよ

うである。このため、周辺遺跡との関連性については全容が不明瞭であり、今後の調査での成果を期

待したい。
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第43図　竪穴住居内出土遺物　①　
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第44図　竪穴住居内出土土器　②
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１　火山灰分析

１　火 山 灰 分 析

( 株 ) 古環境研究所

１．は じ め に

  東北地方北部の太平洋沿岸地域に位置する久慈市域とその周辺では、十和田カルデラをはじめとす

る東北地方の火山のほか、洞爺、阿蘇、姶良など北海道や九州、さらには白頭山など海外の火山に由

来する後期更新世以降のテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山灰）が多く認められる（町田・新井，1992，

2003など）。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、それらとの層位関

係を考古遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるように

なっている。

　そこで、発掘調査の際にテフラ層が認められた外屋敷ⅩⅨ遺跡でも、地質調査を行ってテフラ層を

含む土層層序の記載を行うとともに、高純度で採取した試料についてテフラ検出分析、火山ガラスの

屈折率測定さらに電子プローブマイクロアナライザ（EPMA）による主成分分析を実施して、指標テフラ

の検出同定を実施した。調査の対象となった地点は、南側調査区深掘トレンチ、南側調査区住居址断

面、南側調査区東壁南部、南側調査区東壁北部、そして北側調査区深掘トレンチの５地点である。

２．調査地点における土層層序

（１）南側調査区深掘トレンチ

　南側調査区深掘トレンチでは、一般的にローム層と呼ばれる風成堆積物の断面をよく観察できた（図

１）。ここでは、下位より砂混じり褐色土（層厚８cm 以上）、橙色軽石混じり褐色砂質土（層厚６cm，

軽石の最大径４mm）、灰色砂層（層厚４cm）、砂を多く含む褐色土（層厚13cm）、褐色砂質土（層厚３cm）、

褐色土（層厚13cm）、褐色砂質土（層厚４cm）、褐色土（層厚７cm）、褐色砂質土（層厚４cm）、褐色土（層

厚71cm）、灰褐色土（層厚59cm）、やや灰色がかった褐色土（層厚29cm）、黄白色軽石混じり黄褐色土（層

厚46cm，軽石の最大径８mm）、赤みをおびた褐色土 （層厚26cm）、成層したテフラ層（層厚22cm）、黄褐

色土（層厚12cm）、黄色軽石混じりで灰色がかった褐色土（層厚31cm）が認められる。

  このうち、成層したテフラ層は、下位より黄色砂質細粒火山灰層（層厚４cm）、黄色軽石に富む黄色

細粒火山灰層（層厚３cm，軽石の最大径36mm，石質岩片の最大径３mm）、黄色軽石混じり黄色細粒火山

灰層（層厚８cm，軽石の最大径11mm）、黄色軽石混じり黄灰色細粒火山灰層（層厚７cm）からなる。

（２）南側調査区深掘トレンチ住居址断面

　住居址覆土は、下位より黄色土（層厚７cm）、褐色土（層厚22cm）、黄色軽石を多く含む灰褐色土（層

厚15cm，軽石の最大径４mm）、黄色軽石層（層厚13cm，軽石の最大径12mm，石質岩片の最大径２mm）、

黄色軽石に富む暗灰色土（層厚14cm，軽石の最大径７mm）、黄色軽石を多く含む黒色土（層厚８cm，軽

石の最大径６mm）からなる（図２）。
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（３）南側調査区東壁南部

　本遺跡調査区内において、黒ボク土の一般的な堆積状況が認められたこの地点では、下位より炭化

物混じり褐色土（層厚15cm）、暗灰褐色土ブロック混じり灰褐色土（層厚29cm，３層）、暗灰褐色土（層

厚23cm，２c 層）、黒灰褐色土（層厚９cm）、やや色調が明るい黒褐色土（層厚10cm）が認められる（図３）。

このような地点では、３層から貝殻文、２c 層から縄文時代前期の土器片が検出される。

（４）南側調査区東壁北部

　埋没谷部に位置する本地点では、とくにローム層の上位に厚く形成された黒ボク土を観察できた（図

４）。ここでは、下位より赤みをおびた褐色粘質土（層厚７cm 以上）、成層したテフラ層（層厚９cm）、

灰褐色土（層厚20cm）、黄色軽石混じり灰褐色土（層厚５cm）、黄色軽石に富む暗灰褐色土（層厚18cm，

軽石の最大径６mm，石質岩片の最大径２mm）、黄色軽石混じり黒ボク土（層厚20cm，軽石の最大径５

mm）、やや色調が明るい黒色土（層厚26cm）、暗褐色土（層厚10cm）、黒褐色土（層厚15cm）が認められる。

（５）北側調査区深掘トレンチ

　北側調査区深掘トレンチでは、下位より灰褐色粘質土（層厚８cm 以上）、やや灰色がかった褐色土（層

厚17cm）、やや褐色がかった黄色土（層厚12cm）、やや灰色がかった褐色土（層厚15cm）、褐色粘土（層厚

５cm）、暗灰褐色腐植層（層厚３cm）、褐色砂質土（層厚50cm）が認められる（図５）。

３．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

　調査対象の５地点で採取された試料のうち、北側調査区深掘トレンチ以外の４地点の24試料を対象

に含まれるテフラ粒子の量や特徴を、定性的に求めるテフラ検出分析を行って、軽石や火山ガラスの

量や特徴などを明らかにした。

１）分析試料８g を秤量。

２）超音波洗浄装置を用いて泥分を除去。

３）80℃で恒温乾燥。

４）実体顕微鏡下で観察。

（２）分 析 結 果

　テフラ検出分析の結果を表１に示す。南側調査区深掘トレンチでは、試料26より上位で火山ガラス

がやや多い傾向が認められる。試料26に含まれる火山ガラスは、平板状のいわゆるバブル型や、繊維

束状に発泡した軽石型で、淡褐色や無色透明を呈する。試料18に含まれる火山ガラスも同様な傾向に

あるが、薄手の無色透明のバブル型ガラスがごくわずかながら認められる。本地点の上部の成層した

テフラ層には、スポンジ状や繊維束状に発泡した軽石型やバブル型ガラスが多く含まれている。軽石

試料11は繊維束状やスポンジ状に発泡しており、火山ガラスの色調は、白色、無色透明、淡褐色である。

　南側調査区住居址断面の試料10にも、スポンジ状や繊維束状に発泡した軽石型やバブル型ガラスが
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比較的多く含まれており、その色調は白色、無色透明、淡褐色である。このことは、この試料の中に、

下位にあるいる南側調査区深掘トレンチ上部の成層したテフラ層に由来する粒子が多く含まれている

ことを示唆している。また、軽石試料８はスポンジ状に発泡しており、火山ガスの色調は白色または

無色透明である。

  南側調査区東壁南部では、試料７と試料１で白色軽石（最大径2.1mm）が少量認められた。含まれる

火山ガラスはいずれの試料でも比較的多く、繊維束状やスポンジ状の軽石型のほか、バブル型ガラス

が認められる。それらの色調は、無色透明、白色、淡褐色、褐色であるが、試料３と試料１で白色の

軽石型ガラスがやや多い傾向にある。

  南側調査区東壁北部では、試料11に白色軽石（最大径2.1mm）が少量認められた。火山ガラスはいず

れの試料でも比較的多く、繊維束状やスポンジ状の軽石型のほか、バブル型ガラスが含まれている。

それらの色調は、無色透明、白色、淡褐色、褐色である。試料５および試料３で、繊維束状軽石型ガ

ラスがやや多い傾向にある。

　なお、火山ガラスの出現傾向に関しては、定量的な分析が可能な火山ガラス比分析が実施される

と良い。この分析では、実体顕微鏡下で認定が比較的難しい分厚い中間型ガラスも観察できる。ま

た、重鉱物組成分析を実施すると、より詳しくテフラの特徴を把握できる。そこで、テフラ層および

テフラの降灰層準の可能性がある４試料に関して、さらに火山ガラス比分析と重鉱物組成分析を行っ

た。火山ガラス比分析は、テフラ検出分析後に、分析篩により >1/4mm、1/4mm-1/8mm、1/8mm-1/16mm、

<1/16mm の粒子を篩別し、そのうち1/4mm-1/8mm の250粒子を対象に偏光顕微鏡下で検鏡して実施した。

また、重鉱物組成分析は、1/4mm-1/8mm の重鉱物250粒子を対象に偏光顕微鏡下での検鏡により行った。

　火山ガラス比分析と重鉱物組成分析の結果を表２と表３に、またダイヤグラムにして図３に示し

た。南側調査区深掘トレンチの試料26や試料18には、火山ガラスが比較的多く含まれている（14.8～

15.6％）。具体的には、繊維束状軽石型ガラスが多く、ほかに無色透明のバブル型、中間型、スポン

ジ状軽石型の火山ガラスが比較的多く含まれている。また、軽鉱物と重鉱物の含有率は、それぞれ

42.8～43.2％と17.2～17.6％である。重鉱物は、含有率が高い順に不透明鉱物（おもに磁鉄鉱）、斜方

輝石、単斜輝石、角閃石である。

　試料10には火山ガラスが多く含まれている（31.2％）。これらの火山ガラスは、含有率が高い順に繊

維束状軽石型（22.0％）、中間型（4.8％）、無色透明のバブル型（４.0％）、スポンジ状軽石型（0.4％）で

ある。軽鉱物と重鉱物の含有率はそれぞれ41.6％と8.8％で、重鉱物の含有率がやや低い。含まれる

重鉱物は、含有率が高い順に、やはり不透明鉱物（おもに磁鉄鉱）、斜方輝石、単斜輝石、角閃石である。

  南側住居址断面の試料８の軽石はスポンジ状あるいは繊維束状に発泡している。含まれる軽鉱物と

重鉱物の含有率は68.4％と28.4％である。重鉱物組成は、含有率が高い順に斜方輝石（46.4％）、不透

明鉱物（おもに磁鉄鉱，29.2％）、単斜輝石（23.2％）となっている。 　

　南側調査区東壁南部の試料３には、含有率が高い順に繊維束状軽石型（3.6％）、スポンジ状軽石型

（3.2％）、中間型（2.0％）が含まれている。軽鉱物と重鉱物の含有率は46.8％と28.4％である。重鉱物

組成は、含有率が高い順に斜方輝石（43.2％）、不透明鉱物（おもに磁鉄鉱，36.4％）、単斜輝石（19.2％）、

角閃石（0.8％）となっている。

１　火山灰分析
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４．屈折率測定（火山ガラス・鉱物）

（１）測定試料と測定方法

　指標テフラとの同定精度を向上させるために、南側調査区深掘トレンチの試料26、試料10、南側調

査区住居址断面の試料10と試料８の４試料について、火山ガラス（n）と斜方輝石（γ）の屈折率測定を

行った。さらに、南側調査区深掘トレンチの試料18と南側調査区東壁南部の試料３に含まれる火山ガ

ラス（n）の屈折率測定を実施した。

　火山ガラスについては1/8-1/16mm 粒径を対象に、また斜方輝石については1/4mm の斜方輝石を実体

顕微鏡下で手選した後に軽く粉砕して測定試料とした。測定には、温度変化型屈折率測定装置（京都

フィッション・トラック社製 RIMS2000）を使用した。

（２）測 定 結 果

　屈折率測定の結果を表４に示す。この表には、これまでに火山ガラスや斜方輝石の屈折率特性が知

られてない十和田椛山軽石（松山・大池，1986，ここでは略称を To-Kb とする）を含め、岩手県北部と

その周辺に分布する後期旧石器時代以降のテフラの屈折率特性も合わせて掲載する。なお、To-Kb は、

Hayakawa(1985）の小国軽石（ここでは略称を To-Og とする）と同じものと考えられる。To-Og は十和田

火山から南東方向に分布軸をもつとされることから（Hayakawa，1985）、本遺跡周辺に降灰している可

能性がある。

　南側調査区深掘トレンチの試料26に含まれる火山ガラス（n）と斜方輝石（γ）の屈折率は、それぞれ

1.502-1.512（30粒子）と1.703-1.713（33粒子）である。試料18に含まれる火山ガラス（n）の屈折率は、

1.503-1.510（31粒子）である。試料10に含まれる火山ガラス（n）と斜方輝石（γ）の屈折率は、それぞれ

1.504-1.514（30粒子）と1.704-1.708（30粒子）である。なお、前者には bimodal な可能性があり、詳し

くみると1.504-1.509（23粒子）と1.510-1.514（７粒子）の値から構成されている。

  南側調査区住居址断面の試料10に含まれる火山ガラス（n）と斜方輝石（γ）の屈折率は、それぞれ

1.504-1.513（32粒子）と1.704-1.714（31粒子）である。なお、前者には bimodal な可能性がわずかなが

らあり、詳しくみると1.504-1.511（31粒子）と1.513（１粒子）の値から構成されている。軽石試料８の

火山ガラス（n）と斜方輝石（γ）の屈折率は、それぞれ1.512-1.514（31粒子）と1.707-1.714（31粒子）で

ある。

　南側調査区東壁南部の試料３に含まれる火山ガラス（n）の屈折率は、1.502-1.514（302粒子）である。

この値については bimodal な可能性があり、詳しくみると1.502-1.503（４粒子）と1.505-1.514（26粒

子）の値からなる。

５．火山ガラスの主成分分析（EPMA 分析）

（１）分析試料と分析方法

　発掘調査においてとくに重要な発見となった住居址の覆土中に挟在されるテフラと指標テフラとの

Ⅵ　自然科学分析
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同定精度をさらに向上させるため、試料10と試料８の２試料に含まれる火山ガラスを対象に、電子プ

ローブマイクロアナライザ（EPMA）により、1/4-1/8mm 粒径の火山ガラスの主成分組成を明らかにした。

火山ガラスは実体顕微鏡下で選別ピッキングしたものである。分析に使用した分析機器は、山形大

学理学部の日本電子 JXA8600MWDS 型 EPMA である。加速電圧15kV、照射電流0.01μ A、ビーム径10μ m

の条件で行った。また、補正には Oxide ZAF 法を用いた。

（２）分 析 結 果

　分析結果を表５- １および表５- ２に示す。また、代表的な指標テフラとの比較のために表６を作

成した。いずれにおいても、分析結果は無水に換算して表示している。いずれの試料においても、火

山ガラスは bimodal な主成分組成をもつことが明らかになった。

６．考　　　察

　外屋敷ⅩⅨ遺跡における地質調査と室内分析により検出されたテフラは、下位より南調査区深掘断

面試料26付近に降灰層準がありそうなテフラ、試料18付近に降灰層準がありそうなテフラ、試料９～

12（および南側調査区東壁北部の試料24～25）が採取された成層したテフラ層、住居址覆土断面中の試

料６～８（および南側調査区東壁北部の試料15～試料18）が採取された軽石層、そして南側調査区の試

料３付近に降灰層準がありそうなテフラの５層準にある。

　これらのうち、成層したテフラ層については、層相、火山ガラスの色調や形態、火山ガラスおよび

斜方輝石の屈折率特性などから、約1.5万年前に十和田火山から噴出した十和田八戸テフラ（To-H，大

池ほか，1966，早川，1983a，町田・新井，1992，2003）に同定される。なお、今回得られた火山ガラス

の屈折率の中に、テフラ・カタログに記載された値より高いものが認められたことから、実際には

To-H が bimodal な屈折率特性をもつ可能性が考えられる。

　また、層位や層相から南側調査区東壁北部の軽石層（試料15～試料18）に対比される、住居址覆土断

面中の軽石層は、層相、重鉱物の組み合わせ、火山ガラスと斜方輝石の屈折率特性、さらに火山ガラ

スの主成分組成などから、約8,600年前 *1に十和田火山から噴出した十和田南部軽石（To-Nb，大池ほ

か，1966，中川ほか，1972）に同定される。なお、その下位の試料10に含まれる火山ガラスについては、

火山ガラスの形態や色調、火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率特性、さらに火山ガラスの主成分組成

などから、To-H（十和田八戸火砕流堆積物上部相当）に由来するテフラ粒子が混在していることが確実

である。実際に、住居址は To-H を切って構築されていることから、住居址の層位は To-H と To-Nb の

間にあることになる。

　また、南側調査区東壁南部の試料３付近に降灰層準のある可能性があるテフラは、火山ガラスの形

態や色調、さらに火山ガラスの屈折率特性から、約6,000年前に十和田火山から噴出した十和田中掫

テフラ（To-Cu，大池ほか，1966，早川，1983b，町田・新井，1992，2003）の可能性が高い。

　以上のテフラの同定精度を下回るものの、分析では To-H より下位の層準からも興味深いテフラ粒

子が検出された。南側調査区の試料26付近に降灰層準のある可能性が考えられるテフラについては、

火山ガラスの形態や色調、さらに斜方輝石や単斜輝石に富むこと、そして火山ガラスや斜方輝石の屈

折率特性などから、約3.2万年前以前に十和田火山から噴出した十和田大不動テフラ（To-Of，中川ほか，

1972，大池・中川，1979，松山・大池，1986）の可能性がある。

　また、火山ガラスの屈折率特性には特徴が反映されておらず、テフラ粒子のほどんどは下位の試料

１　火山灰分析
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26と起源を同じくするものの、試料18に含まれる薄手の無色透明のバブル型ガラスに関しては、約2.8

～3.0万年前に南九州地方の姶良カルデラから噴出した姶良 Tn 火山灰 (AT，町田・新井，1976，1992，

2003，早田，2010）に由来する可能性がある。この AT に関しては、八戸市域での検出例がある（早田，

未公表資料）。ただし、To-Of や AT の産状に関して、岩手県北部での記載例は非常に少ない。今後考

古遺跡の発掘調査の際には、後期旧石器編年において非常に重要な時空指標であることから留意され

なければならない。

　なお、北側調査区深堀トレンチにおいて To-H より下位で認められた褐色粘土層とその直上の暗灰

褐色腐植層の組み合わせの層位に関しては、深度からおそらく AT より下位と推定される。さらに分

析を実施して To-Of や AT との関係を把握する必要がある。この組み合わせの成因については、本地

点周辺に緩やかな波状地形が発達していること、またその組み合わせの上位に風成の砂質堆積物が認

められることから、砂丘間低地に水がたまって粘土層が形成された後に、乾陸化する過程で草本など

が繁茂して腐植質堆積物が形成され、それが砂丘を形成する風成砂により埋没させられたように思う。

これについては、花粉、植物珪酸体、珪藻などの微化石分析などによる環境復元によって検証する必

要がある。

  テフラに関しては、ほかにも本遺跡に915年に十和田火山から噴出したと考えられている十和田ａ

火山灰（To-a，大池，1972，町田ほか，1981）が降灰している可能性が高い。ただ、本遺跡周辺より南の

三陸地域における考古遺跡の発掘調査ではその検出例が少なく、To-a は特徴的な分布をしていると

考えられている（町田ほか，1981）。また、十和田系テフラに関しては、まだ考古学の編年研究に利用

されていないテフラも覆い。今後、考古学研究に関係したテフラ調査を実施するとともに、発掘調査

の際に、著名なテフラ以外にこれまで知られていないテフラについても留意し、詳細に土層を観察す

る必要がある。

７．ま　と　め

  久慈市外屋敷ⅩⅨ遺跡において、地質調査を行ってテフラ層を含む土層の層相や特徴の記載を実施

するとともに、テフラ検出分析、火山ガラスおよび鉱物の屈折率測定、さらに火山ガラスの EPMA に

よる主成分分析を実施した。その結果、十和田八戸テフラ（To-H，約1.5万年前）および十和田南部軽

石（To-Nb，約8,600年前）の一次堆積層と十和田中掫テフラ（To-Cu，約6,000年前）を検出できた。さら

に十和田大不動（To-Of，約3.2万年前以前）や姶良 Tn 火山灰（AT，約2.8～3.0万年前の可能性のあるテ

フラの降灰層準も認められた。南側調査区で検出された住居址の層位については、To-H と To-Nb の

間に層位があると推定される。

*1：14C 年代．最近の十和田カルデラの火山学的調査では，To-Nb および To-Og の噴火の暦年較正年代

について，約9,200年前と8,200年前とする報告がなされている（工藤，2008）．
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表１　テフラ検出分析結果

地点 試料 　　　　　　軽石・スコリア 　 　　　　　　　　火山ガラス

量 色調 最大径 量 形態 色調

南側調査区深掘トレンチ 10 *** pm（sp, fb）>bw wh, cl, pb

   11* ** pm（fb, sp） wh, cl

12 *** pm（fb, sp） cl，pb，wh

14 * pm(fb) cl, pb

16 ** bw, pm(fb) pb, cl

18 ** bw, pm(fb) pb, cl

20 ** bw, pm(fb) pb, cl

22 ** bw, pm(fb) pb, cl

24 ** bw, pm(fb) pb, cl

26 ** bw, pm(fb) pb, cl

28 * pm(fb) cl

30 * pm(fb) cl

南側調査区住居址断面     8* * pm（sp） wh, cl

10 ** pm（sp, fb）>bw wh, cl, pb

1 * 白 2.1 ** pm （fb, sp)>bw wh, cl, pb

南側調査区東壁南部 3 * 白 2.1 ** pm （fb, sp)>bw wh, cl, pb

5 ** pm （fb, sp)>bw cl, wh, br

7 * 白 2.1 ** pm （fb)>bw cl, wh, br

9 ** pm （fb, sp)>bw cl, wh, br

南側調査区東壁北部 3 ** pm （fb, sp)>bw cl, wh, pb, br

5 ** pm （fb, sp)>bw cl, wh, pb, br

7 ** pm （sp, fb)>bw cl, wh, pb, br

9 ** pm （sp)>bw cl, wh, pb, br

11 * 白 　　　　　2.0 ** pm （sp, fb)>bw cl, wh, ,br

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない，bw：バブル型，pm：軽石型，sp：スポンジ状発泡，fb：繊維束状発泡，

cl：無色透明，:wh：白色，pb：淡褐色，br：褐色．最大径の単位はmm．試料＊は軽石試料．

表３　重鉱物組成分析結果

地点 　試料 　　　　　ol 　　　　opx 　　　　cpx 　　　　am 　　　　　bi 　　　　opq 　　その他　　　合計

南側調査区深掘トレンチ 10 0 76 60 8 0 103 3 250

18 0 78 46 3 0 121 2 250

26 0 78 30 6 0 134 2 250

南側調査区住居址断面 8 0 116 58 0 0 73 3 250

南側調査区東壁南部 3 0 108 48 2 0 91 1 250

ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，opq：不透明鉱物（おもに磁鉄鉱）．数字は粒子数．

表２　火山ガラス比分析結果

地点 　試料     bw(cl)     bw(pb)     bw(br)      md 　  pm(sp) 　  pm(fb)    軽鉱物    重鉱物     その他　　　合計

南側調査区深掘トレンチ 10 10 0 0 12 1 55 104 22 46 250

18 5 0 0 6 4 24 108 43 60 250

26 7 0 0 7 2 21 107 44 62 250

南側調査区住居址断面 8 0 0 0 2 1 1 171 71 4 250

南側調査区東壁南部 3 0 0 0 5 8 9 117 71 40 250

bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，cl：無色透明，pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．数字は粒子数．

１　火山灰分析
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ka：1,000年前（暦年較正年代），k..y.BP：1,000年前（
14

C年代）．屈折率の（）：modal range.

表４　屈折率測定結果

地点 　　　試料 　 　　  　　　　火山ガラス       　　　　　斜方輝石 　文献

          屈折率（n） 測定粒子数     屈折率（γ） 測定粒子数

南側調査区深掘トレンチ 10  1.504-1.509, 1.510-1.514     23, 7      1.704-1.708 　　　30 　本報告

18           1.503-1.510       31 　本報告

26           1.502-1.512       30      1.703-1.713 　　　33 　本報告

南側調査区住居址断面 8           1.512-1.514       31      1.707-1.714 　　　31 　本報告

10      1.504-1.511, 1.513      31 1      1.704-1.714 　　　31 　本報告

南側調査区東壁南部 3  1.502-1.503, 1.505-1.514      4, 26 　本報告

岩手県北部周辺の後期更新世以降の指標テフラ

白頭山苫小牧（B-Tm，10世紀） 　町田・新井（2003）

十和田ａ（To-a，915AD） 1.496-1.508 (1.502-1.506)      1.706-1.708 　町田・新井（2003）

十和田ｂ（To-b, ca. 2ka） 1.498-1.501      1.705-1.708 　町田・新井（2003）

十和田中掫（To-Cu，6ka）  1.510-1.514      1.704-1.708 　町田・新井（2003）

十和田椛山（To-Kb） 上部  1.511-1.513 　　 1.703-1.708 　早田・新井（未公表）

中部 1.511-1.514      1.703-1.708 　早田・新井（未公表）

下部 1.510-1.514      1.703-1.708 　早田・新井（未公表）

十和田南部（To-Nb，8.6 k..y.BP） 1.512-1.517      1.708-1.712 　町田・新井（2003）

上部 1.515-1.517      1.708-1.712 　早田・新井（未公表）

下部 1.515-1.517      1.708-1.713 　早田・新井（未公表）

十和田二の倉（To-Nk，10～13 k..y.BP）      1.696-1.673 　町田・新井（2003）

十和田八戸（To-H，15ka）  1.502-1.509      1.705-1.708 　町田・新井（2003）

浅間草津（As-K, 15-16.5ka） 1.501-1.503 　町田・新井（2003）

浅間板鼻黄色（As-YP，15-16.5ka） 1.501-1.505 　町田・新井（2003）

十和田ビスケット２（To-BP2，ca. 20ka）      1.707-1.710 　町田・新井（2003）

姶良Tn（AT, 28-30 ka） 1.499-1.501 　町田・新井（2003）

十和田大不動（To-Of, ≧32ka） 1.505-1.511      1.707-1.711 　町田・新井（2003）

　　      1.511-1.522

測定番号

表5-1　南側調査区住居址断面・試料８に含まれる火山ガラスの主成分組成

測定番号

タイプＡ

　1-1 74.57 0.56 13.16 2.81 0.02 0.71 2.87 3.92 1.31 0.07 100

　1-2 74.15 0.50 13.31 2.90 0.07 0.67 3.04 4.05 1.19 0.13 100

　1-3 74.14 0.47 13.16 2.86 0.17 0.67 3.02 4.14 1.23 0.13 100

　1-4 74.06 0.51 13.50 2.68 0.09 0.80 2.98 3.99 1.23 0.16 100

　1-5 73.64 0.48 13.35 2.97 0.14 0.70 3.18 4.30 1.24 0.00 100

　1-6 74.18 0.49 13.38 2.59 0.08 0.73 3.08 3.87 1.41 0.18 100

　1-9 73.73 0.56 13.23 2.82 0.07 0.72 3.13 4.25 1.35 0.15 100

　1-10 73.95 0.53 13.35 2.67 0.13 0.77 2.92 4.18 1.34 0.16 100

 平均値 74.05 0.51 13.31 2.79 0.10 0.72 3.03 4.09 1.29 0.12 100.00

タイプＢ

　1-7 76.04 0.38 12.90 2.31 0.19 0.51 2.35 4.03 1.22 0.06 100

　1-8 76.22 0.39 13.01 2.13 0.13 0.53 2.53 3.91 1.16 0.00 100

 平均値 76.13 0.38 12.96 2.22 0.16 0.52 2.44 3.97 1.19 0.03 100.00

　　SiO2 　　TiO2 　　Al2O3 　　FeO* 　　MnO 　　MgO 　　CaO 　　Na2O 　　K2O 　　P2O5 　　合計

Ⅵ　自然科学分析
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表5-2　南側調査区住居址断面・試料10に含まれる火山ガラスの主成分組成

測定番号 　　SiO2 　　TiO2 　　Al2O3 　　FeO* 　　MnO 　　MgO 　　CaO 　　Na2O 　　K2O 　　P2O5 　　合計

タイプＡ

 2-2 74.05 0.44 13.64 2.38 0.21 0.76 3.01 4.29 1.14 0.08 100

 2-3 76.02 0.41 12.93 2.24 0.08 0.51 2.40 4.10 1.23 0.08 100

 2-5 75.82 0.42 12.83 2.15 0.14 0.56 2.54 4.18 1.32 0.04 100

 2-6 74.43 0.47 13.79 2.32 0.14 0.67 2.89 4.00 1.18 0.11 100

 2-7 76.05 0.36 12.98 2.29 0.00 0.54 2.26 4.18 1.28 0.06 100

 2-8 75.67 0.29 13.31 2.29 0.18 0.53 2.28 4.02 1.37 0.05 100

 2-11 75.09 0.48 13.23 2.22 0.11 0.57 2.58 4.28 1.28 0.16 100

 2-12 76.12 0.43 13.12 2.22 0.07 0.51 2.32 4.01 1.17 0.02 100

 平均値 75.41 0.41 13.23 2.27 0.12 0.58 2.53 4.13 1.25 0.07 100.00

タイプＢ

 2-1 76.71 0.29 13.18 1.75 0.05 0.44 2.20 3.87 1.46 0.05 100

 2-4 78.37 0.29 12.23 1.31 0.03 0.31 1.90 4.16 1.37 0.05 100

 2-9 77.75 0.27 12.33 1.79 0.16 0.40 1.86 4.00 1.41 0.03 100

 2-10 79.69 0.25 12.13 1.23 0.03 0.33 1.54 3.41 1.36 0.04 100

 平均値 78.13 0.27 12.47 1.52 0.07 0.37 1.88 3.86 1.40 0.04 100.00

表６　外屋敷ⅩⅨ遺跡テフラ試料と代表的指標テフラに含まれる火山ガラスの主成分組成

測定番号 　　SiO2 　　TiO2 　　Al2O3 　　FeO* 　　MnO 　　MgO 　　CaO 　　Na2O 　　K2O 　　P2O5 　　備考

住居址断面試料８・A 74.05 0.51 13.31 2.79 0.10 0.72 3.03 4.09 1.29 0.12   To-Nb

住居址断面試料８・Ｂ 76.13 0.38 12.96 2.22 0.16 0.52 2.44 3.97 1.19 0.03   (To-Nb)

住居址断面試料10・A 75.41 0.41 13.23 2.27 0.12 0.58 2.53 4.13 1.25 0.07

住居址断面試料10・Ｂ 78.13 0.27 12.47 1.52 0.07 0.37 1.88 3.86 1.40 0.04   To-H

宮城県北部の代表的なテフラ

To-a       77.87       0.37      12.81        1.75        0.10        0.42        2.00        3.29        1.34 　1)

To-Cu       75.08       0.44      13.28        2.46        0.08        0.63        2.63        4.04        1.29 　1)

      75.36       0.43      13.65        2.35        0.11        0.52        2.35        4.01        1.22   2)

　　　75.59　　　 0.40      13.27        2.45        0.09        0.51        2.70        3.68        1.31 　3)

To-Kb 　　　74.00　　　 0.52      13.61        3.03        0.09        0.64        3.09        3.64        1.38 　3)

To-Nb 　　　74.98　　　 0.47      13.41        2.75        0.06        0.60        2.70        3.81        1.23 　2)

　　　74.33　　　 0.49      13.63        2.84        0.14        0.64        3.06        3.45        1.42 　3)

To-H (pfl)上部       78.30       0.29　　 12.67        1.52        0.06        0.29        1.73        3.84        1.30 　2)

To-H (pfl)下部       76.38       0.40      13.43        1.90        0.11        0.44        2.22        3.88        1.24 　2)

As-YP       78.15       0.27      11.99        1.33        0.04        0.26        1.30        3.72        2.89 　1)

AT       78.25       0.13      12.14        1.26        0.04        0.11        1.09        3.41        3.56       0.02 　1)

To-Of (pfl)       77.82       0.36      12.45        1.88        0.08        0.33        1.87        3.97        1.25 　3)

無水に換算．1)八木（未公表）．2)青木・新井（2000）．3)柴ほか（2001）．
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２　放射性炭素年代測定

（株）加速器分析研究所

１　測定対象試料

　外屋敷ⅩⅨ遺跡は、岩手県久慈市侍浜町桑畑第３地割５-14ほか（北緯40°16′41.3″、東経141°

47′23.5″）に所在する。測定対象試料は、北側調査区 T １ Ⅹ層出土炭化物１点、SI01出土炭化物３

点の合計４点である（表１）。

　試料１が出土した北側調査区 T １のⅩ層は、八戸火山灰（15000年前、町田・新井2003）直下の砂丘

堆積層下にある泥炭層である。試料２、４、５が出土した１号竪穴住居跡は、縄文時代早期に位置づ

けられている。

２　測 定 の 意 義

　試料１の測定により、試料が出土した堆積層の年代を明らかにする。試料２、４、５の測定により、

竪穴住居の構築・使用年代を把握する。

３　化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超

純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常1mol/ ℓ（1M）の塩酸（HCl）

を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M から1M まで徐々に濃度を

上げながら処理を行う。アルカリ濃度が1M に達した時には「AAA」、1M 未満の場合は「AaA」と表1に記載

する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

（６）グラファイトを内径１mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測

定装置に装着する。

４　測　定　方　法

　加速器をベースとした14Ｃ -AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、14Ｃの計数、 13Ｃ濃度（13Ｃ /12Ｃ）、14

Ｃ濃度（14Ｃ /12Ｃ）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

Ⅵ　自然科学分析
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５　算　出　方　法

（１）δ13Ｃは、試料炭素の13Ｃ濃度（13Ｃ /12Ｃ）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（表１）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）14Ｃ年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中14Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され、1950

年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568年）を使用する

（Stuiver and Polach 1977）。14Ｃ年代はδ13Ｃによって同位体効果を補正する必要がある。補正した値

を表１に、補正していない値を参考値として表2に示した。14Ｃ年代と誤差は、下1桁を丸めて10年単位

で表示される。また、14Ｃ年代の誤差（±1σ）は、試料の14Ｃ年代がその誤差範囲に入る確率が68.2％

であることを意味する。

（３）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対する試料炭素の14Ｃ濃度の割合である。pMC

が小さい（14Ｃが少ない）ほど古い年代を示し、pMC が100以上（14Ｃの量が標準現代炭素と同等以上）の

場合 Modern とする。この値もδ13Ｃによって補正する必要があるため、補正した値を表１に、補正

していない値を参考値として表２に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14Ｃ濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の14Ｃ濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14Ｃ年代に対応する較

正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（1σ＝68.2％）あるいは２標準偏差（2σ＝95.4％）で表示

される。グラフの縦軸が14Ｃ年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値

は、δ13Ｃ補正を行い、下1桁を丸めない14Ｃ年代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、

データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の

活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、

IntCal13データベース（Reimer et al. 2013）を用い、OxCalv4.2較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）

を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プ

ログラムに入力する値とともに参考値として表２に示した。暦年較正年代は、14Ｃ年代に基づいて較

正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で

表される。

 
表 1 放射性炭素年代測定結果（δ13C補正値） 

測定番号 試料名 採取場所 
試料 

形態 

処理
方法 

δ13C (‰) 

(AMS) 

δ13C補正あり 

Libby Age （yrBP） pMC (%) 

IAAA-132417 1 北側調査区 Ｔ1 Ｘ層 炭化物 AAA -23.67  ± 0.78  33,590 ± 160 1.53  ± 0.03 

IAAA-132418 2 １号竪穴住居 炉 埋土下位 炭化物 AAA -22.17  ± 0.49  8,380 ± 30 35.25  ± 0.15 

IAAA-132599 4 １号竪穴住居 Q4 暗褐色土層中 炭化物 AAA -31.76  ± 0.35  8,260 ± 30 35.77  ± 0.13 

IAAA-132600 5 １号竪穴住居 Q3 3層中 炭化物 AAA -32.16  ± 0.33  8,260 ± 30 35.76  ± 0.14 

 [# 6248,6282]  
６　測　定　結　果

測定結果を表１、２に示す。

北側調査区 T １ Ⅹ層出土試料１の14Ｃ年代は33590±160yrBP、暦年較正年代（１σ）は後期旧石器時代

初頭に相当する（工藤2012）。八戸火山灰との上下関係に整合する結果である。

SI01出土試料の14Ｃ年代は、2が8380±30yrBP、4、5が8260±30yrBP である。4と5の値は誤差（±1σ）の範

２　放射性炭素年代測定
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囲でよく一致し、1の値もこれらとおおむね近い。暦年較正年代（1σ）はいずれも縄文時代早期中葉頃

に相当する（小林編2008）。

試料の炭素含有率はすべて60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

調査員からの一言

　今回分析を行った資料は、試料番号１を除いたものは、すべて竪穴住居埋土中から採取したもの

である。分析結果からも、To-Nb 層を挟んで下層（２）、上層（４、５）から採取した資料年代が約9400

〜9300年前という結果を示しており、堆積土層には大きな時期差がないことがうかがえる。また、

To-Nb の降下年代が約9300〜8600年前との分析結果が出ているという点から、従来通りの遺構年代で

あり、堆積土層の上層・下層の年代差が少ないため、ある程度短期間で自然堆積を繰り返したと想定

される。

参考文献

Bronk Ramsey, C. 　2009 　Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 337-360

小林達雄編 　2008 　総覧縄文土器 , 総覧縄文土器刊行委員会 , アム・プロモーション

工藤雄一郎　 2012　 旧石器・縄文時代の環境文化史　高精度放射性炭素年代と考古学 , 新泉社

町田洋 , 新井房夫　 2003　 新編火山灰アトラス [ 日本列島とその周辺 ], 東京大学出版会

Reimer, P.J. et al. 　2013　 IntCal13 and Marine13 radiocarbon age calibration curves, 0-50,000 years cal BP, 

Radiocarbon 55(4), 1869-1887

Stuiver, M. and Polach, H.A. 　1977　 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19(3), 355-363
 

表 2 放射性炭素年代測定結果（δ13C未補正値、暦年較正用 14C年代、較正年代） 

測定番号 
δ13C 補正なし 

暦年較正用(yrBP) 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲 
Age (yrBP) pMC （％） 

IAAA-132417 33,570 ± 160  1.53 ± 0.03 33,592 ± 163 38381calBP - 37818calBP (68.2%) 38536calBP - 37353calBP (95.4%) 

IAAA-132418 8,330 ± 30  35.45 ± 0.14 8,376 ± 33 
9468calBP - 9401calBP (56.2%) 

9345calBP - 9325calBP (12.0%) 
9476calBP - 9304calBP (95.4%) 

IAAA-132599 8,370 ± 30  35.28 ± 0.13 8,257 ± 29 

9296calBP - 9233calBP (35.4%) 

9225calBP - 9200calBP (11.0%) 

9179calBP - 9138calBP (21.9%) 

9400calBP - 9350calBP ( 8.3%) 

9322calBP - 9127calBP (87.1%) 

IAAA-132600 8,380 ± 30  35.24 ± 0.13 8,260 ± 30 
9300calBP - 9199calBP (47.8%) 

9180calBP - 9138calBP (20.4%) 

9400calBP - 9349calBP (10.7%) 

9322calBP - 9128calBP (84.7%) 

 [ 参考値]  

 

 
[図版]暦年較正年代グラフ（参考）

Ⅵ　自然科学分析
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３　珪　藻　分　析

古代の森研究舎

試料と方法

　岩手県久慈市に立地する外屋敷ⅩⅨ遺跡の八戸火山灰層の下層から、泥質化した有機質層が確認さ

れた。この有機質層は厚さ約２～４cm で層状ないしレンズ状に分布していた。この有機質層の形成

要因を明らかにすることを目的に珪藻分析を行った。

珪藻分析は①、④、⑤地点から採取された３試料で行った。珪藻化石の抽出は、試料約1g をトール

ビ－カ－にとり、35％過酸化水素水を加えて加熱し、有機物の分解と粒子の分散を行った後に、沈底

法により水洗を５～６回行った。次に分散した試料を適当な濃度に調整し、十分攪拌後マイクロピペッ

トで取りカバ－ガラスに展開して乾燥させた。スライドグラスにマウントメディア（封入剤）を適量の

せ、これに先程のカバーグラスをかぶせ、加熱して封入剤の揮発成分を気化させて永久プレパラート

を作成した。検鏡は光学顕微鏡を用い1000倍で行った。また、堆積物の性質を調べるために、有機物量、

シルト以下の細粒成分、砂分量について調査した。有機物量については強熱減量を測定した。強熱減

量は、電気マッフル炉により750℃で３時間強熱し、強熱による減量を乾燥重量百分率で算出した。

分析結果

　分析試料の堆積物は、暗灰黄色極細粒砂質シルトからなり、④と⑤試料には４㎜以下の炭化材片が

少量含まれていた。堆積物の重量組成は、シルト～粘土を主体とし（82.6～86.8%）、有機物が11.0～

14.6% 含まれていた（表１）。

珪藻分析の結果、①、④、⑤の３試料から珪藻化石は検出されなかった（図１）。また、じめじめした

環境に生育する陸生珪藻の破片すら検出されなかったことから、有機質層は風成環境下で形成された

と推測される。④と⑤試料に炭化材の小さな破片が含まれていたことや、堆積物の有機物量が④では

14.6% と比較的多いことから、黒い色調は炭化物に起因する可能性が高い。

　表１　分析試料の堆積物の特性(重量％)

 No. 堆積物の特徴     砂 シルト
粘土

強熱減量
(有機物量)

① 暗灰黄色極細粒砂質シルト 4.2 84.8 11.0
④ 暗灰黄色極細粒砂質シルト 2.8 82.6 14.6
⑤ 暗灰黄色極細粒砂質シルト 2.2 86.8 11.0

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 1 プレパラートの状況 

３　珪藻分析
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写真図版１　航空写真

遺跡遠景

調査区全景
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南側調査区　基本土層②

南側調査区　基本土層③

南側調査区　基本土層①

写真図版２　基本土層
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北側調査区　完掘

北側調査区　調査前風景

写真図版３　北側調査区
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１号陥し穴　断面

２号陥し穴　断面

３号陥し穴　完掘

１号陥し穴　完掘

２号陥し穴　完掘

３号陥し穴　断面

北側調査区　調査前風景③北側調査区　調査前風景②

写真図版４　北側調査区調査前風景、１～３号陥し穴
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写真図版５　南側調査区調査前風景

南側調査区　調査前風景②

南側調査区　調査前風景①
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南側調査区　Ⅳ層面検出状況

南側調査区　完掘

写真図版６　南側調査区
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南側調査区　完掘

南側調査区　調査区南端斜面地　完掘

写真図版７　南側調査区南端斜面地
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１号竪穴住居跡　断面　左側

１号竪穴住居跡　断面　右側

写真図版８　１号竪穴住居跡　①

１号竪穴住居跡　断面
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１号竪穴住居跡　断面

１号竪穴住居跡　断面

１号竪穴住居跡　断面

写真図版９　１号竪穴住居跡　②
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写真図版10　１号竪穴住居跡　③

１号竪穴住居跡　全景

1号竪穴住居跡　全景
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写真図版11　１号竪穴住居跡　④・作業風景　

１号竪穴住居跡　遺物出土状況

1号竪穴住居跡　住居内土坑　断面

1号竪穴住居跡　調査風景②

１号竪穴住居跡　調査風景①

1号竪穴住居跡　焼土範囲　完掘
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写真図版12　２号竪穴住居跡　①

２号竪穴住居跡　断面　右側

２号竪穴住居跡　断面

２号竪穴住居跡　断面　左側
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写真図版13　２号竪穴住居跡　②

２号竪穴住居跡　断面

２号竪穴住居跡　断面　左側

２号竪穴住居跡　断面　右側
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写真図版14　２号竪穴住居跡　③

２号竪穴住居跡　断面　掘り足し

２号竪穴住居跡　断面　掘り足し　左側

２号竪穴住居跡　断面　掘り足し　右側
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写真図版15　２号竪穴住居跡　④

２号竪穴住居跡　断面　掘り足し

２号竪穴住居跡　断面　掘り足し　左側

２号竪穴住居跡　断面　掘り足し　右側
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２号竪穴住居跡　遺物出土状況

２号竪穴住居跡　完掘

写真図版16　２号竪穴住居跡　⑤
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２号竪穴住居跡　床面土坑　断面 ２号竪穴住居跡　床面土坑　完掘

２号竪穴住居跡　P3　断面　 ２号竪穴住居跡　P4　断面

２号竪穴住居跡　P2　断面２号竪穴住居跡　P1　断面

２号竪穴住居跡　炭化物集中①　断面 ２号竪穴住居跡　炭化物集中②　断面

写真図版17　２号竪穴住居跡　床面施設
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３号竪穴住居跡　断面

３号竪穴住居跡　断面　左側

３号竪穴住居跡　断面　右側

写真図版18　３号竪穴住居跡　①
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写真図版19　３号竪穴住居跡　②

３号竪穴住居跡　断面

３号竪穴住居　断面　左側

３号竪穴住居跡　断面　右側
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３号竪穴住居跡　P1

３号竪穴住居跡　P3

３号竪穴住居跡　P5

３号竪穴住居跡　P7

３号竪穴住居跡　P6

３号竪穴住居跡　P8

３号竪穴住居跡　P4

３号竪穴住居跡　P2

写真図版20　３号竪穴住居跡　床面施設
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３号竪穴住居跡　全景

３号竪穴住居跡　完掘

写真図版21　３号竪穴住居跡　③
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写真図版22　３号竪穴住居跡尖底土器出土状況、１・２号住居状遺構

３号竪穴住居跡　尖底土器出土状況（No.41）

1 号住居状遺構　断面 1号住居状遺構　断面

1号住居状遺構　遺物出土状況 1号住居状遺構　完掘
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写真図版23　２・３号住居状遺構、１号焼土遺構

２号住居状遺構　断面 ２号住居状遺構　断面

２号住居状遺構　完掘 ３号住居状遺構　断面

３号住居状遺構　断面 ３号住居状遺構　完掘

1号焼土遺構　検出状況 1号焼土遺構　断面
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写真図版24　２ ・ ３号焼土遺構、 １号土坑、 遺物出土状況

２号焼土遺構　検出状況 ２号焼土遺構　断面

３号焼土遺構　検出状況 ３号焼土遺構　断面

１号土坑　断面 1号土坑　完掘

遺構外遺物出土状況　① 遺構外遺物出土状況　②
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写真図版25　南側調査区火山灰サンプル採取地点　①

南側調査区　深堀トレンチ　火山灰サンプル採取断面

火山灰サンプル採取断面 火山灰サンプル採取断面

火山灰サンプル採取断面火山灰サンプル採取断面
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写真図版26　南側調査区火山灰サンプル採取地点　②

北側調査区　深堀トレンチ　火山灰サンプル採取断面

火山灰サンプル採取断面 火山灰サンプル採取断面

火山灰サンプル採取断面
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写真図版27　出土遺物　①
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写真図版28　出土遺物　②
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写真図版29　出土遺物　③
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写真図版30　出土遺物　④
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写真図版31　出土遺物　⑤
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写真図版32　出土遺物　⑥
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調査期間 調査面積 調 査 原 因

所 収 遺 跡 所 在 地 市町村 遺跡番号  °′″ °′″

外
そ と や し き １ ９

屋敷ⅩⅨ遺
い せ き

跡
岩
いわ

手
て

県
けん

久
く じ し

慈市侍
さむらいはまちょう

浜町

桑
くわはただい

畑第3地
ち

割
わり

5-14ほか
032077 IG90-2015

40度

16分

38秒

141度

47分

25秒

2013.09.17

～

2013.12.06

5,460㎡
三陸沿岸道路

関連発掘調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

外屋敷ⅩⅨ遺跡 集落跡
縄文時代

早 期

竪穴住居跡

住居状遺構

土 坑

焼 土 遺 構

遺物包含層

３棟

３棟

１基

３基

約950㎡

縄文土器・石器類・土

製品

要 約

　九戸段丘面の侍浜面海成段丘上に立地する遺跡である。調査の結果、南側調査区に縄文時代早期の住居

跡や屋外炉と思われる焼土遺構を検出し、縄文時代早期・縄文時代後期の遺物包含層を調査区南端部で確

認した。竪穴住居跡はいずれも残存状態がよく、柱穴や炉といった床面施設が確認できた。また、埋土中

には南部浮石が堆積しており、住居の廃絶時期などが推察できた。出土した土器の大半が寺の沢式土器で

あり、残存状態が良好な個体が多く、県内でも事例が少ないため、岩手県内での当時の文化を解明するう

えで貴重な資料であるといえる。

報 告 書 抄 録
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